
七
月
王
政
期
の
自
由
正
統
主
義

－
反
革
命
の
精
神
と
議
会
制
自
由
主
義
－
一

上

垣

豊
旦

【
要
約
】
　
七
月
王
政
下
、
正
統
王
朝
派
に
惣
由
主
義
的
な
分
派
（
自
由
正
統
王
朝
派
）
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
自
由
正
統
王
朝
派
の
政
治
思
想
の
評
価

に
は
混
乱
が
あ
り
、
彼
ら
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
肯
定
し
て
い
た
か
の
ご
と
き
主
張
も
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
第
一
に
、
彼
ら
は
一
七
八
九
年
の
革
命
を
容

認
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点
で
反
革
命
派
に
か
わ
り
は
な
い
。
と
く
に
そ
の
反
革
命
性
は
、
ブ
ル
ボ
ン
家
の
王
位
継
承
者
へ
の
飼
人
崇
拝
を
煽

っ
た
点
と
、
合
理
主
義
的
批
判
精
神
を
封
じ
込
め
、
人
権
思
想
の
普
及
を
防
止
す
る
役
割
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
期
待
し
た
点
に
具
体
的
な
か
た
ち
で
表

わ
れ
て
い
た
。
だ
が
同
時
に
、
彼
ら
が
国
民
主
権
の
原
理
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
政
治
・
社
会
の
変
化
を
受
容
し
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
王
権
と
議
会
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
、
議
院
内
閣
制
を
支
持
し
て
い
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
時
代
の
変

化
に
自
ら
を
適
合
さ
せ
、
実
行
可
能
性
の
、
よ
り
高
い
反
革
命
戦
略
を
準
備
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
二
巻
四
号
　
【
九
八
九
年
七
月

七月王政期の自由正統主義（上垣）

は
　
じ
　
め
　
に

一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
で
始
ま
っ
た
第
二
共
和
政
は
五
一
年
＝
一
月
の
ク
ー
デ
タ
で
打
撃
を
受
け
、
五
二
年
一
二
月
の
帝
政
復
活
で
正
式

に
幕
を
閉
じ
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
木
康
夫
氏
に
よ
っ
て
、
ク
ー
デ
タ
の
直
接
目
標
は
秩
序
党
内
王
党
派
（
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
正
統
王
朝
派
の
撃
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

含
む
）
で
あ
り
、
こ
の
第
二
帝
政
は
「
伝
統
的
な
地
方
名
望
家
支
配
を
解
体
・
没
落
せ
し
め
る
体
制
と
し
て
現
わ
れ
た
〔
傍
点
原
文
ご
と
さ
れ

　
　
①

て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
見
解
を
お
お
む
ね
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
対
抗
勢
力
で
あ
っ
た
名
望
家
層
を
代
表
す
る
秩
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序
党
の
政
治
戦
略
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
、
秩
序
党
、
あ
る
い
は
そ
の
な
か
の
、
正
統
王
朝
派
な
り
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
が
い
か
な
る
手
段
で
ル

イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
方
法
の
実
現
可
能
性
は
ど
の
程
度
存
在
し
た
の
か
、
こ
う
し
た
こ
と
は
案
外
わ
か

　
　
　
　
②

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、
五
一
年
＝
一
月
の
ク
ー
デ
タ
の
意
味
、
ひ
い
て
は
第
二
帝
政
成
立

の
意
味
も
十
分
に
解
明
さ
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
秩
序
党
は
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
の
勢
力
伸
長
に
た
い
し
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
帝
政
復
活
に
か
わ
る
対
策
を
彼
ら

も
準
備
し
て
い
た
。
と
く
に
正
統
王
朝
と
オ
ル
レ
ア
ン
朝
の
王
朝
合
同
に
よ
る
君
主
政
復
活
の
試
み
は
第
二
共
和
政
の
通
史
な
ら
ぼ
必
ず
ど
こ

か
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
王
朝
合
同
の
試
み
と
は
、
ブ
ル
ボ
ン
長
子
系
の
王
位
継
承
者
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
一
①
。
。
鑓
げ
鳥
①
O
げ
ρ
ヨ
ぴ
o
a
（
一
八
一
一
〇
i
八
三
）
に
は
子

供
が
お
ら
ず
、
そ
こ
で
オ
ル
レ
ア
ン
家
の
王
子
を
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
の
世
継
ぎ
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯

の
言
葉
を
借
り
る
と
、
「
家
長
の
ま
わ
り
に
王
家
」
が
集
う
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
一
度
は
断
交
状
態
に
な
っ
た
分
家
を
、
本
家
が
赦
し
て
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
分
家
に
本
家
の
家
督
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
隅
本
稿
は
こ
の
王
朝
合
同
闇
題
を
直
接
扱
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
段
階
を
な
す
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
は
互
い
に
憎
し

み
会
っ
て
い
た
ふ
た
つ
の
王
朝
の
合
同
が
、
結
局
、
不
調
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
な
ぜ
日
程
に
上
り
、
実
際
に
熱
心
に
交
渉
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
え
た
の
か
を
、
正
統
王
朝
派
の
が
わ
か
ら
検
討
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
王
朝
合
同
の
試
み
に
の
失
敗
に
関
し
て
は
、
当
時
か
ら
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
失
敗
の
責
任
を
誰
、
ど
ち
ら
の

党
派
、
あ
る
い
は
党
内
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
負
う
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
多
く
、
多
少
と
も
学
問
的
に
分
析
し
た
議
論
は
、
知
る
か
ぎ
り
数
少

な
い
。
そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
説
得
的
か
つ
有
力
な
主
張
は
、
二
つ
の
党
派
は
、
各
々
が
立
脚
す
る
原
理
が
本
質
的
に
あ
い
い
れ
ず
、
王
朝
合

同
は
本
来
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
ふ
る
く
は
土
地
所
有
と
産
業
の
対
立
を
指
摘
す
る
同
時
代
人
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス

　
　
　
④

に
よ
っ
て
、
現
代
の
歴
史
家
の
な
か
で
は
「
ふ
た
つ
の
伝
統
、
ふ
た
つ
の
社
会
観
、
ふ
た
つ
の
歴
史
」
の
矛
盾
を
強
調
す
る
ル
ネ
・
レ
モ
ン
に
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七月王政期の自由正統主義（上垣）

　
　
⑤

よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
に
原
理
的
な
不
両
立
性
か
ら
王
朝
合
同
の
失
敗
を
説
明
す
る
議
論
が
間
違
っ
て
い
る

と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、
失
敗
の
原
因
の
説
明
を
こ
れ
だ
け
で
済
ま
す
と
、
あ
た
か
も
最
初
か
ら
、
王
朝
合
同
は
無
理
で
あ
っ
た
か
の
ご
と

き
印
象
を
与
え
、
ひ
い
て
は
秩
序
党
の
反
動
の
過
少
評
価
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
歴
史
的
に
見
て
、
相
対
立
す
る
原
理
が
一
つ
の
体
制
の
な
か
に
収
ま
る
例
は
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
ど
ち
ら
か
の
原
理
が
も
う

一
方
の
原
理
に
屈
服
す
れ
ぼ
す
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
体
な
ぜ
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
、
最
終
的
に
は
一
八
七
三
年
頃
で
王
朝
合
同

の
試
み
が
続
け
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
第
二
共
和
享
楽
に
か
ぎ
っ
て
も
、
ギ
ゾ
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
い
っ
た
当
代
一
流
の
知
識
人
が
、
た
と
え
迫
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

来
る
「
赤
の
脅
威
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
理
的
に
不
可
能
な
企
て
に
熱
心
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
正
統
王
朝
派
の
一
部
に
、
し
か
も
議
会
の
中
枢
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
の
共
同
行
動
を
受
け
入
れ
、
普
通

オ
ル
レ
ア
ン
派
に
固
有
と
さ
れ
る
議
会
主
義
と
自
由
主
義
を
わ
が
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

拙
稿
で
そ
の
ナ
シ
オ
ン
観
を
紹
介
し
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
、
M
・
R
・
コ
ッ
ク
ス
に
よ
り
「
自
由
正
統
派
ぴ
8
堅
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ビ
①
σ
Q
誠
邑
の
富
」
と
命
名
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
の
流
れ
を
汲
み
、
秩
序
党
の
正
統
王
朝
派
側
の
領
袖
、
ピ
エ
ー
ル
旺

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ベ
リ
エ
℃
δ
霞
Φ
－
諺
纂
。
営
Φ
じ
d
Φ
霞
団
⑦
厭
（
一
七
九
〇
～
一
八
六
八
）
や
、
第
二
共
和
政
の
一
時
期
公
教
育
楮
を
務
め
た
フ
ァ
ル

ー
国
器
象
巳
。
α
Φ
言
忌
δ
口
×
（
一
八
＝
～
八
六
）
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
、
正
統
王
朝
派
側
の
も
っ
と
も
強
力
な
王
朝
合
同
推
進
勢
力
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
集
団
が
存
在
し
、
し
か
も
党
内
の
有
力
メ
ン
バ
ー
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
、
王
朝
合
同
の
可
能
性
を
ギ
ゾ
や
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に

感
じ
さ
せ
る
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
結
局
成
功
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
王
朝
合
同
が
成
就
し
、
さ
ら
に
君
主

政
が
復
活
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
体
制
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
主
張
の
検
討
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
正
統
王
朝
派
と
議
会
制
自
由
主
義
の
組
み
あ
わ
せ
ば
、
や
は
り
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。
コ
ッ
ク
ス
は
こ
の
分
派
を
「
オ
ル
レ
ア

ン
派
に
順
応
し
た
正
統
王
朝
派
〇
二
＄
巳
ω
学
。
甑
Φ
馨
①
α
い
Φ
σ
q
三
農
ω
富
」
と
形
容
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
正
統
王
朝
派
の
自
由
主
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

オ
ル
レ
ア
ン
主
義
へ
の
「
改
宗
」
へ
の
努
力
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
彼
ら
は
、
正
統
主
義
か
ら
逸
脱
、
離
反
し
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て
お
り
、
変
節
漢
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ベ
リ
エ
の
伝
記
を
書
い
た
ル
カ
ニ
ュ
エ
に
な
る
と
、
ベ
リ
エ
は
八
九
年
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
あ
り
、
ベ
リ
エ
ら
、
「
も
っ
と
も
思
慮
深
い
人
々
」
は
一
七
九
一
年
の
憲
法
の
支
持
者
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
。
正
統
王
朝
派
と
は
、
一
七

八
九
年
の
革
命
に
た
い
す
る
反
革
命
派
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
の
常
識
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
こ
れ
も
拙
稿
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
正
統
王
朝
派
内
に
議
会
主
義
的
・
自
由
主
義
的
な
分
派
が
現
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
最
近
の
フ
ラ
ン

ス
の
研
究
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
研
究
者
も
正
統
王
朝
派
は
、
反
革
命
派
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
当
然
の
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
下
、
本
稿
で
は
自
由
正
統
王
朝
派
、
と
く
に
そ
の
中
心
人
物
ベ
リ
エ
の
主
張
を
、
七
月
王
政
期
に
遡
っ
て
、
主
と
し
て
議
会
で
の
発
雷
を

も
と
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
七
月
王
政
期
に
遡
る
の
は
、
彼
ら
の
第
二
共
和
賃
下
の
言
動
が
、
一
定
の
連
続
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示

す
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
第
二
共
和
政
下
の
言
動
は
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
の
共
同
統
治
の
必
要
上
、
彼
ら
の
本
来
の
主
張
を
抑
々
し
て
い
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
野
党
で
あ
っ
た
頃
の
主
張
の
ほ
う
を
事
前
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
拙
稿
に
お
い
て
自
由
正
統
王
朝

派
の
外
交
政
策
、
選
挙
改
革
案
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
彼
ら
の
反
革
命
性
と
議
会
制
自
由
主
義
の
受
容
に
し
ぼ
っ
て
論
じ
る
こ

と
と
す
る
。

　
先
回
り
し
て
、
結
論
を
言
え
ば
、
彼
ら
は
や
は
り
、
反
革
命
派
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
議
会
制
自
由
主
義
を
、
た
し
か
に
オ
ル
レ
ア
ン
主
義

へ
の
横
す
べ
り
の
危
険
を
孕
み
つ
つ
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
反
革
命
の
論
理
で
説
明
し
、
根
拠
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
「
王
党
派
」

と
あ
る
の
は
正
統
王
朝
派
の
こ
と
で
あ
り
、
「
ベ
ツ
エ
ら
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
自
由
正
統
王
朝
派
の
こ
と
で
あ
る
。

①
　
中
木
康
夫
「
フ
ラ
ン
ス
晶
弟
二
帝
制
1
ー
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
成
立
」
『
名
古
屋

　
大
学
法
政
論
集
』
五
三
号
　
　
九
七
一
年
　
三
月
号
、
一
四
八
…
九
、
　
五
三
頁
。

　
ま
た
同
氏
の
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
上
巻
　
朱
来
社
　
一
九
七
五
年
、
一
五
九
買

　
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
中
谷
諌
早
も
同
じ
よ
う
に
第
二
帝
政
の
成
立
を
名
望
家
支

　
配
の
崩
壊
過
程
と
と
ら
え
て
い
る
。
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
と
行
動
』
法
律
文

　
化
工
　
一
九
八
八
年
、
一
七
四
頁
。

②
　
自
由
主
義
者
の
対
応
を
扱
っ
た
研
究
が
わ
ず
か
に
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
小
林

　
清
二
　
「
二
月
革
命
と
フ
ラ
ン
ス
保
守
主
義
」
（
阪
上
孝
編
三
入
四
八
－
国
家

　
装
薬
と
民
衆
！
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
八
五
年
所
収
）
、
お
よ
び
中
谷
猛
「
白
園

　
由
主
義
的
反
帝
政
派
の
体
制
批
判
と
政
体
構
想
」
ー
ギ
ゾ
、
テ
ィ
エ
ー
ル
、
ト
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ク
ヴ
ィ
ル
を
手
掛
か
り
に
し
て
一
」
（
中
谷
　
前
掲
書
所
収
）
。

③
O
貯
冨
に
器
9
切
ロ
N
o
p
鵠
ミ
榊
誠
ヌ
§
M
§
§
O
ぎ
§
ξ
註
。
鳶
鷺
《
誉
済

　
農
ミ
§
〉
譜
封
知
ミ
§
も
蛍
勺
四
ユ
ω
、
δ
。
。
8
唱
唱
」
N
O
一
憎

④
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ
…
ル
一
八
日
』
圏

　
民
文
庫
　
一
九
七
一
年
、
一
一
六
頁
。

⑤
　
菊
①
鼠
涛
σ
ヨ
。
＆
層
卜
窺
乱
巷
ミ
馬
噛
w
憶
ミ
｝
§
§
寄
。
。
O
昏
貯
嵩
葡
§
情
h
ミ
器
§
、

　
℃
自
画
ω
㌧
。
。
。
傷
（
r
一
霧
Q
。
㌧
》
隔
O
一
。

⑥
　
ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
王
朝
合
同
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
谷
翫
　
前
掲
書
、
二
五
二
一

　
六
頁
参
照
。

⑦
「
七
月
王
政
期
の
自
由
正
統
王
朝
派
と
ナ
シ
オ
ン
」
『
史
林
』
七
〇
三
五
号

　
一
九
八
七
年
九
月
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
た
い
す
る
態
度

③
竃
震
く
ぎ
押
O
o
×
”
、
、
↓
ぎ
U
ヨ
興
巴
ぴ
①
σ
q
三
讐
｛
ω
お
笠
島
3
Φ
勺
孟
月
o
h

　
O
包
震
籠
乙
曾
夢
。
ω
㊦
8
a
影
①
℃
＝
σ
＝
o
．
、
㌔
き
・
ミ
審
国
傍
妹
ミ
ご
ミ
9
N
ミ
噛
塁
㌧
μ

　
同
㊤
①
O
Q
・

⑨
き
ミ
‘
や
ま
ど

⑩
臣
。
琶
a
冨
。
き
器
舘
切
ミ
壷
舞
岡
ミ
馬
ミ
恥
塁
。
§
ミ
塁
（
」
N
心
O
一
㎏
％
q
％
）
、

　
勺
p
ρ
ユ
ρ
H
Q
。
㊤
μ
⑦
。
a
‘
μ
◎
。
㊤
幽
層
℃
や
嵩
ρ
卜
。
8
．

⑪
q
．
譲
ヨ
9
5
§
．
ミ
‘
℃
唱
．
Σ
塵
＝
ご
。
。
鳳
℃
冨
審
図
芭
ω
、
富

　
㌧
禽
ミ
ミ
婁
ミ
吻
、
、
ρ
ま
乙
。
巴
ω
4
驚
．
、
㌧
勺
ρ
ρ
ユ
。
降
、
翻
り
○
。
ω
財
識
こ
雪
下
。
馬
ミ
帖
§
ミ
O
o
ミ
鳶
－

　
沁
ぎ
。
ミ
嵩
§
§
“
さ
麹
。
肋
母
ミ
恥
㌔
℃
舞
賞
お
Q
。
刈
旧
囲
診
σ
q
篇
霧
二
〇
Ω
“
雪
σ
Q
ざ
富

　
亀
ミ
ぎ
§
§
職
§
碧
駄
帖
へ
き
塁
上
§
馳
ミ
・
電
N
鎗
O
よ
。
。
冶
、
勺
ρ
鼠
。
。
し
り
Q
。
①
．

　
（
一
）
　
閏
七
八
九
年
の
革
命
に
た
い
す
る
態
度

　
ま
ず
、
ベ
リ
エ
ら
自
由
正
統
王
朝
派
が
、
反
革
命
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
一
七
八
九
年
の
革
命
の
諸
原
理
を
否
定
し
て
い
た
か

ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
ベ
リ
エ
が
一
七
八
九
年
の
諸
原
理
に
も
っ
と
も
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
一
八
五
一
年
七
月
一
六
日
の
立
法
議
会
で
の
演
説

に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
一
七
八
九
年
の
諸
原
理
を
引
き
合
い
に
だ
す
権
利
を
君
主
主
義
者
に
た
い
し
て
拒
ん
だ
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
・

ブ
ル
ジ
ュ
寓
一
島
巴
審
じ
ウ
。
霞
α
q
Φ
ω
に
、
ペ
リ
エ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
は
心
な
ら
ず
も
、
ま
た
望
み
も
し
な

い
の
に
、
こ
う
し
た
原
理
と
そ
れ
が
生
ん
だ
絶
対
的
な
範
の
も
と
に
必
然
的
に
お
か
れ
て
お
り
、
我
々
は
あ
な
た
が
た
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ

て
も
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
、
さ
ら
に
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。

　
　
な
ぜ
な
ら
ば
、
我
々
は
無
分
別
で
は
な
く
、
時
聞
の
仕
業
、
工
業
、
労
働
、
富
、
知
性
に
よ
り
前
進
し
、
発
展
す
る
社
会
の
必
然
的
な
進
歩
、
変
化
、
変
貌
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を
認
め
、
社
会
の
変
容
を
受
け
入
れ
、
一
七
八
九
年
の
大
改
革
を
我
々
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

理
が
聖
別
さ
れ
た
政
治
制
度
、
政
治
的
自
由
を
望
み
、
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。
（
後
略
）

〔
君
主
政
の
一
筆
者
〕
千
四
百
年
の
後
に
、
そ
の
原

　
ル
カ
ニ
ュ
エ
は
お
そ
ら
く
こ
の
あ
た
り
の
言
説
を
根
拠
に
、
ベ
リ
エ
を
「
八
九
年
の
人
」
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
早
計
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
、
こ
の
演
説
は
憲
法
改
正
問
題
の
審
議
の
な
か
で
の
発
言
で
あ
り
、
解
体
し
つ
つ
あ
っ
た
秩
序
党
多
数
派
の
統
一
の
維
持
と
い
う

配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
右
の
一
節
か
ら
数
パ
ラ
グ
ラ
フ
あ
と
で
、
「
一
七
八
九
年
の
大
事
業
辱

は
ル
イ
…
六
世
に
よ
っ
て
「
引
き
起
こ
さ
れ
た
暇
。
〈
o
ρ
器
」
も
の
で
、
「
公
的
主
権
ω
◎
q
＜
①
蜀
貯
㊦
ま
琴
糸
β
器
」
の
世
襲
制
に
基
づ
い
て
い

た
、
と
べ
リ
エ
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
九
年
の
解
釈
が
通
常
と
は
相
当
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
彼
ら
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
諸
事
件
を
ど
う
評
価
し
て
い
た
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
王
党
派
で
あ
る

彼
ら
が
、
一
七
九
二
年
八
月
十
日
の
革
命
と
そ
れ
以
後
の
革
命
史
を
肯
定
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
で
は
一
七
九
一
年
の
憲
法
は
ど

う
か
。
七
月
王
政
期
の
議
会
資
料
を
少
し
調
べ
る
と
わ
か
る
が
、
ベ
リ
エ
ら
の
「
人
民
主
権
」
に
た
い
す
る
敵
対
ぶ
り
が
す
ぐ
に
目
に
つ
く
。

た
と
え
ぼ
、
一
八
三
四
年
一
二
月
三
一
日
の
代
議
院
に
お
い
て
、
ベ
リ
エ
は
同
年
四
月
の
共
和
派
の
蜂
起
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
蜂
起
し
た
者
た
ち
は
、
七
月
革
命
を
行
い
、
い
ま
政
府
の
要
職
に
就
い
て
い
る
人
々
の
真
似
を
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
人
民
主
権
と
一

七
九
一
年
の
原
理
こ
そ
、
共
和
派
の
行
動
の
基
本
的
土
台
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
革
命
の
動
機
で
あ
る
。
革
命
が
あ
い
つ
ぎ
、
知
性
も
発

展
し
、
そ
の
た
め
利
害
が
多
様
化
し
、
分
裂
し
て
い
る
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
は
、
「
九
一
年
の
原
理
に
基
づ
き
、
人
民
主
権
の
ド
グ
マ
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

礎
を
お
く
政
府
は
、
す
な
わ
ち
、
民
主
的
政
府
は
災
厄
で
あ
る
」
。
ル
カ
ニ
ュ
エ
が
ベ
リ
エ
ら
を
「
九
一
年
の
憲
法
の
支
持
者
」
と
し
て
い
る

の
は
な
に
か
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
八
九
冊
子
原
理
の
ほ
う
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
お
な
じ
一
二
月
三
一
碍
の
演
説
の
ほ
か
の
と
こ
ろ

で
、
ベ
リ
エ
は
「
あ
な
た
が
た
〔
オ
ル
レ
ア
ン
派
1
1
筆
者
〕
の
原
理
は
九
】
年
の
憲
法
の
な
か
で
勝
利
」
し
た
が
、
そ
の
原
理
は
八
九
年
の
本
来

の
原
理
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
で
は
、
肝
心
の
八
九
年
は
ど
う
か
。
国
民
主
権
を
明
記
し
た
八
月
二
六
日
の
人
権
宣
言
を
彼
ら
が
肯
定
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
ま
た
、
第
三
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章
で
触
れ
る
が
、
彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
人
権
思
想
、
自
然
権
思
想
に
も
敵
対
的
で
あ
っ
た
。
封
建
的
特
権
の
廃
棄
を
決
め
た
八
月
四
日
の
夜
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
ベ
リ
エ
は
「
大
半
の
発
言
者
と
同
じ
目
で
、
〔
私
が
一
筆
者
〕
こ
の
夜
に
同
意
さ
れ
た
す
べ
て
の
犠
牲
を
け
っ
し
て
見
な
い
と

し
て
も
、
あ
な
た
が
た
は
驚
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
僚
の
ノ
ア
イ
ユ
に
な
る
と
、
八

月
四
日
の
夜
に
た
い
す
る
否
定
的
な
態
度
は
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
ノ
ア
イ
ユ
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
前
世
紀
末
、
精
神
錯
乱
に
よ
っ
て
突
き

動
か
さ
れ
て
お
り
、
八
月
四
日
の
有
名
な
夜
に
、
「
一
六
世
紀
続
い
た
構
築
物
ひ
α
臨
8
島
Φ
δ
ω
δ
。
δ
ω
が
解
体
さ
れ
」
、
「
す
べ
て
が
破
壊
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
、
も
っ
と
も
小
さ
な
痕
跡
さ
え
消
失
し
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
に
な
る
。

　
七
月
一
四
日
の
バ
ス
チ
ー
ユ
襲
撃
も
同
様
に
非
難
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
。
三
四
年
一
月
六
日
の
代
議
院
で
、
ペ
リ
エ
は
「
．
バ
ス
チ
ー
ユ
の
勝

者
に
報
い
る
」
法
律
を
、
一
月
二
一
日
の
ル
イ
一
六
世
処
刑
を
悼
む
設
楽
日
の
廃
止
を
決
定
し
た
法
律
と
と
も
に
、
君
主
政
的
で
な
く
、
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

主
義
思
想
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
そ
れ
で
は
、
ど
う
い
う
意
味
に
お
い
て
ベ
リ
エ
は
「
自
由
と
秩
序
の
原
理
、
す
な
わ
ち
一
七
八
九
年
の
諸
原
理
」
を
支
持
す
る
者
で
あ
る
と

い
う
の
か
。
一
八
三
一
年
の
一
二
月
二
三
日
、
ベ
リ
エ
は
代
議
院
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。

　
　
ル
イ
一
六
世
は
、
民
衆
を
昔
立
た
せ
、
疲
弊
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
っ
た
す
べ
て
の
も
の
を
徐
々
に
廃
藥
し
、
拷
闇
を
消
失
さ
せ
、
賦
役
を
廃
止
し
、
牢
獄

　
　
と
病
院
に
秩
序
と
規
律
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
を
創
設
し
た
王
で
あ
り
、
自
由
の
友
で
あ
っ
た
と
私
は
い
お
う
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
○
年
間
廃
れ
て
い
た
あ
の
三
部
会
を
召
集
し
た
の
は
ル
イ
一
六
世
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
ル
イ
一
六
世
は
自
分
自
身
が
復
活
さ
せ
た
自
由
の
恩
恵
の
犠
牲
者
と
し
て
死
ん
だ
の
で
あ
る
と
べ
リ
エ
は
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ベ
リ
エ
は
八
九
年
の
改
革
を
国
民
議
会
の
事
業
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
国
王
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
強
調
し
、
国
王
に

よ
る
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
前
面
に
押
し
出
す
。
た
と
え
ば
、
八
九
年
五
月
五
日
の
三
部
会
召
集
に
は
肯
定
的
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
五
月
五
日
以
降
は
ど
う
な
の
か
。
ベ
リ
エ
の
論
を
よ
り
明
確
に
詰
め
て
論
じ
た
人
に
ア
ル
ベ
ー
ル
・
デ
ュ
・
ボ
イ
ス
と
び
Φ
暮
α
¢
じ
d
。
誘

（一

ｪ
〇
四
～
八
九
）
と
い
う
人
物
が
い
る
。
デ
ュ
・
ボ
イ
ス
は
青
年
の
こ
ろ
、
ベ
リ
エ
に
勧
め
ら
れ
て
、
一
八
一
四
年
の
憲
章
の
原
則
が
フ
ラ
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ン
ス
革
命
か
ら
借
り
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
一
七
八
九
年
六
月
二
三
日
の
国
王
の
宣
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
君
主
政
の
伝
統
か
ら
取
り
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
六
月
二
三
日
の
国
王
の
宣
言
は
、
ベ
リ
エ
ら
自
由
正
統
王
朝
派
ど
は
別
行
動

を
と
る
が
、
七
月
王
政
下
の
正
統
王
朝
派
内
で
、
ペ
リ
エ
ら
と
お
な
じ
く
改
革
派
的
潮
流
を
な
す
新
聞
、
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
O
甲

N
Φ
ヰ
①
α
①
男
座
昌
8
』
紙
の
、
一
八
三
二
年
三
月
二
八
日
付
け
に
掲
載
さ
れ
た
有
名
な
宣
言
に
お
い
て
も
、
準
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

お
り
、
七
月
王
政
下
の
正
統
王
朝
派
が
、
一
七
八
九
年
に
関
し
て
許
容
し
う
る
ぎ
り
ぎ
り
の
陰
付
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
六
月
二
三
日
の
国
王
の
宣
言
は
、
宮
廷
の
側
か
ら
出
て
き
た
も
の
と
し
て
は
も
っ
と
も
大
胆
で
は
あ
っ
た
が
、
封
建
的
、

領
主
的
所
有
権
等
の
重
要
案
件
に
関
し
て
は
・
三
部
会
の
身
分
別
投
票
羅
持
し
・
＋
分
の
一
夏
の
興
奮
想
定
し
た
も
の
で
あ
短
・
そ
の
直

前
、
六
月
、
一
七
日
の
国
民
議
会
の
成
立
と
く
ら
べ
て
も
、
ま
た
そ
の
後
の
革
命
の
進
展
と
比
較
し
て
も
、
質
的
な
開
き
が
あ
る
。
し
か
も
、
六

月
一
七
日
に
関
し
て
自
由
正
統
王
朝
派
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ
て
い
た
の
か
は
、
筆
者
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
つ
き
と
め
て
い
な
い
が
、
六

月
一
七
日
を
と
ぼ
し
て
わ
ざ
わ
ざ
六
月
二
三
日
を
選
ん
で
い
る
の
は
意
味
深
長
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
自
由
正
統
王
朝
派
も
、
普
通
の
意
味
で
の
一
七
八
九
年
を
容
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
自
由
正
統
王
朝
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
、
正
統
王
朝
派
ら
し
く
、
反
革
命
派
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
と
く
に
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
の
協
調
が
必
要
で
あ
っ
た
第

一一

､
和
翼
下
に
お
い
て
は
、
一
七
八
九
年
に
関
す
る
評
価
で
重
大
な
食
い
違
い
が
露
見
し
な
い
よ
う
に
、
彼
ら
は
配
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
革
命
後
の
政
治
・
社
会
の
変
化
に
対
す
る
態
度

　
し
か
し
、
反
革
命
派
と
い
っ
て
も
、
自
由
正
統
正
朝
派
は
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
復
活
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
も
、
絶
対
主
義
を
主
張

し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
彼
ら
も
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
…
ム
が
改
革
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
一
こ
の
点
は
ル
イ
ニ
ハ
世
期
の

改
革
を
賛
美
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
一
そ
し
て
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
復
活
は
今
と
な
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
く

り
か
え
し
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ル
カ
ニ
ュ
エ
に
よ
る
と
、
一
八
三
〇
年
一
月
十
日
、
政
府
派
の
候
補
と
し
て
初
め
て
代
議
院
選
挙
に
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立
候
補
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ベ
リ
エ
は
、
ま
だ
在
位
中
の
シ
ャ
ル
ル
十
世
に
謁
見
す
る
機
会
を
得
、
そ
の
場
で
国
王
に
た
い
し
、
ア
ン
シ
ァ
ン

・
レ
ジ
ー
ム
は
「
そ
の
栄
華
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
っ
か
り
死
滅
し
て
し
ま
っ
て
、
再
建
し
よ
う
に
も
埃
さ
え
残
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
。
さ
ら
に
、
ベ
リ
エ
は
一
八
三
六
年
、
同
じ
シ
ャ
ル
ル
十
世
を
今
度
は
亡
命
地
に
訪
ね
た
際
、
革
命
は
必
要
で
あ
っ
た
、
と
説
い
て
い
る
。

　
た
し
か
に
ベ
リ
エ
は
一
八
三
六
年
六
月
一
五
日
、
さ
ら
に
は
五
｝
年
に
な
っ
て
さ
え
も
、
亡
命
貴
族
の
没
収
地
に
国
庫
捕
債
を
お
こ
な
っ
た
、

復
古
王
政
期
の
い
わ
ゆ
る
「
一
〇
億
フ
ラ
ン
法
」
を
擁
護
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
賠
償
は
反
動
的
な
代
物
で
は
あ
っ
て
も
、
封
建
制
を
復

活
さ
せ
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
重
要
な
の
は
ベ
リ
エ
が
こ
の
法
律
を
擁
護
し
た
論
拠
で
あ
る
。
ベ
リ
エ

は
、
こ
の
賠
償
を
侵
犯
さ
れ
た
所
有
権
の
修
復
と
み
な
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
所
有
権
は
「
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
基
本
的
条
件
」
（
一
八
五
一

年
七
月
～
六
日
の
立
法
議
会
で
の
発
言
）
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
ル
イ
一
六
世
、
お
よ
び
一
八
一
四
年
の
憲
章
に
よ
る
、
財
産
没
収
の
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

止
が
持
ち
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ベ
リ
エ
ら
は
守
る
べ
き
陣
地
と
し
て
、
封
建
的
諸
特
権
を
あ
き
ら
め
、
純
然
た
る
所
有
権
を
選
ん
だ
の
で

あ
り
、
こ
の
点
で
は
む
し
ろ
彼
ら
の
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
社
会
へ
の
順
応
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
一
八
三
一
年
に
は
貴
族
院
議
員
の
世
襲
棚
の
廃
止
が
議
題
に
の
ぼ
り
、
ベ
リ
エ
ら
は
世
襲
翻
廃
止
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の

貴
族
院
の
改
革
は
、
杉
原
泰
雄
氏
に
よ
っ
て
、
貴
族
院
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
進
化
に
対
す
る
敵
対
物
と
し
て
の
性
質
」
を
な
く
す
措
置
と
し
て

　
　
　
　
　
　
⑬

評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
ベ
リ
エ
ら
の
世
襲
制
固
執
は
、
彼
ら
の
復
古
性
、
封
建
的
反
動
へ
の
志
向
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
彼
ら
の
態
度
の
反
動
性
は
否
定
し
よ
う
も
な
い
。
し
か
し
、
封
建
的
な
貴
族
身
分
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
み
な
す
の
は
早
計
で
あ
る
。

ま
ず
彼
ら
は
、
貴
族
院
議
員
の
世
襲
制
を
封
建
制
隷
。
α
二
一
＄
の
残
存
物
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
。
世
襲
制
の
廃
止
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

上
流
階
級
や
大
土
地
所
有
の
利
害
を
犠
牲
に
し
て
、
中
流
階
級
の
支
配
を
う
ち
た
て
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
は
も
っ
て
い
る
が
、
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

物
前
の
よ
う
な
ア
リ
ス
ト
ラ
ク
シ
ー
は
存
在
せ
ず
、
我
々
は
失
っ
た
権
利
、
特
権
、
財
産
を
名
残
惜
し
く
は
思
わ
な
い
と
も
言
っ
て
い
る
。
ま

た
ブ
イ
ッ
ツ
ー
ジ
ャ
ム
頸
玉
高
ρ
ヨ
①
ω
は
、
ル
イ
一
八
世
が
上
院
を
創
設
し
た
の
は
、
古
い
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
復
活
さ
せ
る
た
め
で
は
な
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く
、
「
古
い
時
間
の
鎖
を
新
し
い
時
間
に
結
び
つ
け
な
お
し
」
、
「
国
家
に
た
い
し
て
な
さ
れ
る
古
く
て
か
つ
新
し
い
奉
仕
へ
の
褒
美
」
と
し
て

貴
族
院
議
員
の
世
襲
資
格
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
「
国
民
的
貴
族
昌
○
甑
Φ
ω
器
三
下
δ
口
上
Φ
」
の
創
出
を
目
指
し
た
ナ
ポ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

オ
ン
が
ひ
と
つ
の
指
針
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ベ
リ
エ
は
後
の
議
会
で
明
確
に
述
べ
て
い
る
が
、
下
層
階
級
、
中
流
階
級
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
）
と
区
別
し
て
、
上
流
階
級
に
独
自
の
政
治
的
・
社
会
的
役
割
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
貴
族
層
の
利
害
を
代
弁
し
て
い
る
と
い

　
　
⑰

え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
貴
族
は
も
は
や
ア
ソ
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
貴
族
と
同
じ
で
は
な
い
。
ベ
リ
エ
は
、
よ
り
近
代
的
な
、
開
か
れ
た
ア

リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
要
素
は
決
し
て
不
足
し
て
お
ら
ず
、
商
業
、
農
業
に
よ
っ
て

富
裕
化
し
、
学
者
、
雄
弁
家
、
司
法
官
に
よ
り
啓
蒙
さ
れ
た
民
衆
の
中
に
常
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
イ
ギ
リ
ス

流
の
開
か
れ
た
貴
族
制
が
彼
ら
の
理
想
で
あ
っ
た
。
実
際
、
自
由
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
原
理
で
あ
る
と
ノ
ア
イ
ユ
は
述
べ
、
イ
ギ
リ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

良
い
例
を
引
き
合
い
に
だ
し
て
い
る
。
彼
ら
の
議
論
は
、
多
少
無
理
な
点
が
無
く
も
な
い
が
、
お
お
む
ね
革
命
以
後
の
貴
族
院
お
よ
び
貴
族
制

の
歴
史
を
踏
ま
え
た
議
論
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
貴
族
院
議
員
の
世
襲
制
は
イ
ギ
リ
ス
を
真
似
た
も
の
で
あ
る
し
、
一

八
一
四
年
に
創
設
さ
れ
た
時
の
貴
族
院
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
期
の
元
老
院
議
員
が
過
半
数
を
し
め
（
一
五
四
人
中
八
四
人
）
、
「
大
革
命
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
和
解
」
と
い
う
性
格
を
帯
び
、
こ
の
性
格
は
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
貴
族
院
議
員
に
な
る
に
あ
た

っ
て
は
、
一
八
一
七
年
八
月
二
五
日
の
王
令
に
よ
り
、
聖
職
者
を
除
き
、
「
貴
族
財
産
日
㊤
σ
q
奪
轟
轟
」
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
家
柄
よ

り
も
ま
ず
も
っ
て
相
当
量
の
富
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
、
復
古
王
政
下
で
も
、
帝
政
期
と
同
様
の
、
旧
貴
族
と
革
命
以
後
台
頭
し
た
大
名
望
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
マ
ル
ガ
ム
化
が
進
め
ら
れ
、
平
民
の
叙
爵
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
ビ
ッ
グ
ズ
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ベ
リ
エ
ら
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
以

来
進
め
ら
れ
た
、
叙
爵
を
通
じ
て
の
新
た
な
貴
族
層
形
成
に
よ
る
旧
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
の
和
解
路
線
の
継
続
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で

　
⑫

あ
る
。

　
な
お
付
言
し
て
お
く
が
、
貴
族
院
議
員
の
世
襲
制
の
廃
止
に
は
多
く
の
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
代
議
士
も
反
対
に
回
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
世
襲
制
の
維
持
は
、
王
統
王
朝
派
と
オ
ル
レ
ア
ン
派
を
分
け
る
分
岐
点
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
は
自
由
正
統
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⑬

王
朝
派
に
特
有
の
際
立
っ
た
反
動
性
の
証
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
抵
抗
党
の
指
導
者
達
と
の
共
通
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
も
彼
ら
が
一
七
八
九
年
六
月
二
三
日
の
国
王
の
宣
言
を
選
び
、
こ
の
宣
言
を
も
っ
て
一
八
一
四
年
の
憲
章
の
源
で
あ
る
と
主

張
し
、
二
つ
の
文
書
に
横
た
わ
る
時
間
の
経
過
を
無
視
し
て
い
る
点
は
気
に
か
か
る
。
二
つ
の
文
書
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
政
治
・
社
会
制

度
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
。
ベ
リ
エ
ら
は
歴
史
の
偽
造
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
非
難
さ
れ
て
も
し
か
た
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
と
、
帝
政
期
の
歴
史
の
抹
消
な
い
し
無
視
は
、
一
四
年
の
憲
章
で
す
で
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
野
村
敬

造
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
憲
章
を
ル
イ
一
八
世
は
治
世
の
第
一
九
年
と
し
て
示
し
、
ル
イ
一
六
世
の
息
子
の
ル
イ
一
七
世
の
死
後

か
ら
の
王
権
の
連
続
性
を
強
調
す
る
。
憲
章
前
文
で
は
、
ル
イ
六
世
（
在
位
一
〇
八
一
～
＝
三
七
）
を
は
じ
め
と
し
た
諸
王
の
業
績
が
語
ら
れ
る

が
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
帝
政
期
は
黙
殺
さ
れ
」
、
ル
イ
一
八
世
は
「
『
長
期
に
亘
る
不
在
の
後
、
神
の
摂
理
』
に
よ
り
、
『
フ
ラ
ン
ス
に
呼
び
戻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

さ
れ
た
』
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
リ
ア
ル
に
よ
る
と
、
　
一
四
年
の
憲
章
は
、
厳
密
、
正
式
な
意
味
で
は
憲
法
で
は
な
く
、
王
国
の
基
本
法
、
古
き
フ
ラ
ン
ス
の

国
難
。
o
湯
量
葺
江
8
を
維
持
す
る
枠
内
で
の
若
干
の
整
備
・
改
修
の
た
め
に
発
布
さ
れ
た
法
で
あ
り
、
自
由
権
の
保
証
書
の
改
革
は
、
憲
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
精
神
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
　
モ
ー
プ
ー
の
改
革
と
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
「
王
国
の
基
本

法
」
、
あ
る
い
は
「
国
制
」
が
具
体
的
に
何
を
さ
す
の
か
、
筆
者
に
は
十
分
答
え
る
用
意
は
な
い
。
し
か
し
、
憲
章
前
文
の
中
で
中
世
以
来
の

諸
王
の
名
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
が
、
レ
ー
ン
制
、
等
族
制
、
絶
対
王
政
、
身
分
綱
、
さ
ら
に
は
代
議
院
と
法
の
前
の
平
等

と
も
両
立
し
う
る
も
の
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
一
四
年
の
憲
章
作
成
者
が
想
定
し
て
い
る
「
国
制
」
は
特
定
の
政
治
形
態
を
さ
す
も
の
で
は
な
く
、

個
々
の
政
治
形
態
か
ら
独
立
的
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
憲
章
前
文
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
国
王
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
、
神

授
権
に
基
づ
く
王
権
の
偉
大
さ
で
あ
る
か
ら
、
「
官
制
」
の
少
な
く
と
も
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
、
王
権
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　
自
由
正
統
王
朝
派
の
「
国
制
」
観
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
十
分
答
え
る
用
意
は
な
い
が
、
王
権
、
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
」
お
よ
び
民
衆
の
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⑳

三
つ
の
要
素
が
結
合
し
て
い
る
政
府
を
理
想
的
な
政
府
の
状
態
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
主
権
は
あ
く
ま
で
圏
王
に
あ

り
、
国
民
に
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ル
イ
一
六
世
の
改
革
が
強
制
さ
れ
た
の
も
そ
れ
が
国
民
主
権
で
は
な
く
、
王
権
に
発
す
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
復
古
王
朝
を
な
つ
か
し
む
ベ
リ
エ
ら
が
一
四
年
の
憲
章
と
同
じ
歴
史
解
釈
を
し
、
同
様
に
《
「
國
制
」
を

個
々
の
政
治
形
態
と
は
い
ち
お
う
独
立
し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
、
と
み
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
二
つ

の
原
理
に
分
裂
し
て
お
り
、
　
一
つ
は
一
四
世
紀
続
い
た
古
い
政
体
ω
o
幽
き
9
窪
σ
q
8
〈
①
旨
Φ
ヨ
①
琴
匹
o
ρ
¢
舞
。
憲
Φ
。
・
写
9
＄
で
あ
り
、
他
方

は
大
革
命
の
政
府
で
あ
る
、
と
述
べ
た
一
八
三
四
年
一
月
六
日
の
代
議
院
に
お
け
る
ベ
リ
エ
の
演
説
の
な
か
に
、
こ
の
よ
う
な
「
国
画
鳳
観
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
モ
ー
ブ
」
の
改
革
も
、
一
七
八
九
年
六
月
二
三
日
の
国
王
の
宣
言
も
、
一
八
一
四
年
の
憲
章
も
、
王
権
に
基
づ
い
て
い

る
ゆ
え
に
肯
定
さ
れ
、
同
列
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
管
制
」
を
特
定
の
政
治
社
会
制
度
か
ら
、
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時

に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
の
政
治
・
社
会
の
変
化
の
受
容
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
国
民
主
権
に
基
づ

く
時
代
を
回
避
す
る
た
め
、
八
九
年
の
後
半
か
ら
一
八
一
四
年
ま
で
を
無
視
す
る
と
い
う
弱
点
を
抱
え
て
は
い
る
。
し
か
し
、
自
由
正
統
王
朝

派
の
こ
の
よ
う
な
や
や
強
引
な
歴
史
解
釈
は
、
シ
ャ
ト
1
ブ
リ
ア
ン
流
に
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
精
神
的
利
害
」
を
拒
否
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

な
お
か
つ
そ
の
「
物
質
的
利
害
」
は
受
容
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
必
要
な
手
続
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
ピ
①
三
碧
お
戸
§
’
ミ
‘
や
。
。
箋
．
さ
ミ
、
恥
ミ
9
職
竃
誘
ミ
（
以
下
さ
ミ
§
ミ

　
と
略
Y
甘
＆
＝
ご
爆
三
9
お
蟄
．

②
　
這
§
ミ
竃
恥
憾
ミ
§
§
ミ
ミ
無
恥
（
以
下
箆
§
漸
特
ミ
ト
と
略
）
”
＾
δ
巽
δ
ヨ
。
四
二
①
㌔

　
戸
Q
。
メ
℃
や
8
0
山
一
■

③
　
一
八
三
一
年
一
〇
十
五
日
の
代
議
院
で
の
べ
リ
エ
の
発
言
、
お
よ
び
一
八
三
｝

　
年
一
二
月
二
三
臼
の
貴
族
院
に
お
け
る
ノ
ア
イ
ユ
週
曽
巳
9
壌
。
巴
＝
o
ω
の
発
言
。

　
」
曳
忘
・
憾
黛
§
い
け
“
P
℃
や
Q
。
Q
。
O
占
㌧
戸
鳶
、
や
b
σ
メ

④
　
き
ミ
、
ミ
§
ヨ
碧
象
『
す
鵠
く
δ
『
誘
G
。
躰
．
一
月
一
＝
臼
を
国
の
記
念
日
と
し

て
定
め
た
一
八
一
六
年
一
月
～
九
日
の
法
律
は
一
八
三
三
年
に
廃
止
さ
れ
る
。

目
罎
お
騨
亭
U
窪
σ
q
一
戸
ミ
設
。
帖
惹
§
登
ミ
。
§
ミ
婿
ミ
馬
§
辱
ミ
ミ
や
戸
回
押
同
◎
。
㊤
刈
℃

や
①
卜
。
．
ま
た
ド
ル
ゥ
豚
ブ
レ
ゼ
U
お
舞
1
ω
は
器
は
、
一
八
三
七
年
一
月
九
日
の

貴
族
院
に
お
い
て
、
バ
ス
チ
ー
ユ
広
場
に
勝
利
の
円
柱
（
い
わ
ゆ
る
七
月
の
円
柱
）

が
建
築
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
台
座
に
「
～
七
八
九
年
七
月
一
四
日
－

一
八
三
〇
年
七
月
二
九
日
」
と
い
う
言
葉
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

ミ
審
・
憾
ミ
章
け
し
O
◎
や
・
。
。
。
ピ
な
お
七
月
の
円
柱
建
設
を
定
め
た
の
は
一
八
三

〇
年
一
二
月
＝
二
日
の
法
律
。
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七月王政期の自由正統主義（上垣）

⑤
　
一
八
一
三
年
　
ご
月
一
一
三
日
の
代
議
院
で
の
発
言
。
き
惑
噛
特
ミ
、
．
鉾
刈
ρ
ワ
象
．

　
な
お
、
こ
の
原
理
を
侵
犯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
権
に
打
撃
が
加
え
ら
れ
た
の

：
だ
、
と
べ
リ
エ
は
述
べ
て
い
る
。

⑥
き
ミ
層
唱
．
⑦
膳
．

⑦
　
切
⑦
ヨ
p
a
国
安
凱
。
び
ト
こ
禽
ミ
ミ
暁
恥
こ
三
島
§
S
ミ
謡
。
身
N
題
O
農
讐
9
0
お
ま
三
①
”

　
一
〇
ま
ヤ
H
）
．
一
8
．

⑧
　
な
お
三
二
年
三
月
二
八
臼
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
ミ
O
舞
ミ
智
§

　
鳴
腰
§
鯉
8
』
紙
に
公
表
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
「
五
月
一
ゴ
購
日
の
国
釜
の
宣

　
言
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
日
の
新
聞
の
別
の
と
こ
ろ
で
は
「
六
月
二

　
三
臼
の
国
王
の
宣
言
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
単
な
る

　
誤
植
で
あ
ろ
う
。

⑨
○
臨
．
冒
。
臼
①
ω
Ω
鼠
。
。
剛
6
戸
卜
勘
8
ミ
奉
篭
§
、
ミ
馬
ミ
ド
嵩
％
？
嵩
ミ
㌧
℃
鴛
賞

　
一
。
弓
σ
倉
一
り
鎗
b
ゆ
巴
．
ヨ
一
ω
。
留
甘
霞
一
㊤
。
。
心
、
℃
』
釦
．
（
邦
訳
平
山
栄
一
訳
『
反

　
輩
命
…
理
論
と
行
動
ミ
。
。
㊤
一
一
。
。
O
阜
』
み
す
ず
書
房
　
一
九
八
六
年
　
二
　
頁
）
。

⑩
な
お
七
月
王
政
下
は
と
も
か
く
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
リ
ア
ル
に
よ
る
と
、
第
二
帝

　
政
下
に
は
ご
く
一
部
に
一
七
八
九
年
を
た
め
ら
わ
ず
に
容
認
す
る
正
統
王
朝
派
も

　
出
現
す
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
を
代
表
す
る
デ
ュ
パ
ン
ル
ー

　
U
戸
も
陰
・
う
巳
。
看
司
教
で
さ
え
、
「
国
王
と
名
望
家
の
八
九
年
」
と
「
立
憲
議
会
の

　
八
九
年
」
を
区
別
し
て
お
り
、
け
っ
し
て
言
葉
の
真
の
意
味
で
の
オ
ル
レ
ア
ン
主

　
義
者
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
菊
貯
蚕
謁
墜

　
e
ミ
N
ミ
ミ
ご
や
8
腿
・

＠
ピ
。
。
ρ
窪
3
§
ミ
．
も
づ
．
。
。
↓
る
⑦
N

⑫
い
p
§
昏
ρ
§
ミ
‘
や
ミ
ご
§
ミ
登
§
す
聾
峯
言
ぎ
一
。
。
。
。
①
い
』
§
－

　
ミ
§
§
一
象
a
ミ
甘
一
＝
㊦
峠
H
Q
。
謹
◆

⑬
　
杉
原
泰
雄
『
国
民
主
権
の
史
的
展
開
』
岩
波
書
店
　
～
九
八
五
年
、
五
四
i
七

　
頁
。

⑭
ゴ
三
一
年
一
〇
月
五
日
の
代
議
院
で
の
べ
ツ
ェ
の
発
欝
、
お
よ
び
一
二
月
二
三
日

　
の
貴
族
院
に
お
け
る
ド
ル
ゥ
”
ブ
レ
ゼ
の
発
言
。
　
臥
唖
寒
．
㌧
ミ
．
貸
戸
刈
9
℃
¶
。
。
。
。
9

　
壁
謎
℃
や
旨
。

⑮
　
三
｛
年
＝
一
月
二
三
日
の
貴
族
院
に
お
け
る
ノ
ア
イ
ユ
の
発
雷
。
ミ
簿
も
ミ
野

　
壁
刈
G
。
℃
や
ト
。
9

⑯
＝
～
月
二
二
日
の
貴
族
院
に
お
け
る
発
言
。
這
惹
．
、
ミ
翻
戸
績
ρ
毛
．
ざ
夢
α
．

⑰
　
一
八
四
六
年
三
月
二
六
日
の
代
議
院
に
お
い
て
。
　
§
ミ
§
3
の
費
ご
。
黛
b
。
『

　
邑
鍵
ω
一
。
。
ま
．
ペ
リ
エ
は
、
上
流
階
級
は
自
由
の
利
子
、
一
般
的
な
利
害
に
専
心

　
（
、
断
。
吋
ゆ
ム
黙
暇
を
“
励
ψ
っ
、
　
が
｛
務
に
従
浮
す
“
ゆ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
　
と
述
べ
1
」
い
づ
O
。

⑱
三
｝
年
一
〇
月
五
日
の
代
議
院
に
お
け
る
発
言
。
さ
惑
も
ミ
、
■
翼
為
O
も
．
ω
謡
．

⑲
設
⑮
と
間
じ
。

⑳
勺
四
巳
し
コ
器
菖
9
卜
題
量
§
馬
吋
ミ
。
§
恥
唐
、
ミ
Q
ミ
恥
譜
智
ミ
§
ミ
偽
ミ
馬
特
ミ
ー

　
、
ミ
§
譜
焼
篤
、
喩
§
罵
§
恥
馬
（
N
％
鳳
虹
一
N
％
虹
％
）
㌔
勺
p
識
ρ
一
〇
鰹
℃
や
b
。
お
．

⑳
一
）
斜
三
徽
頸
σ
q
σ
q
ρ
〉
惑
、
携
帖
9
周
ミ
§
～
§
導
－
9
き
へ
曙
凹
き
ミ
♪
し
ウ
p
三
ヨ
。
δ

　
障
囲
◎
ぴ
。
嵩
軌
9
ご
H
㊤
Q
◎
8
℃
ワ
δ
I
N
一
ω
ω
ム
．

＠
　
も
ち
ろ
ん
こ
の
路
線
は
、
支
配
階
級
と
し
て
の
名
望
家
層
の
な
か
に
、
さ
ら
に

　
別
個
の
特
権
瓦
窯
を
作
る
試
み
で
あ
り
、
七
月
革
命
は
、
虐
7
0
全
で
は
な
い
に
し
ろ

　
こ
の
路
線
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
モ
ー
リ
ス
・
ア
ギ
ュ
ロ
ン
は
七
月
革
命
の
階

　
級
的
意
味
を
、
「
上
流
階
級
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
古
い
階
層
」
が
狭
い
支
配
階
級

　
と
し
て
け
っ
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
、
「
名
転
置
の
世
界
」
に
こ
の

　
階
層
が
吸
取
さ
れ
る
こ
と
を
、
「
中
産
階
級
O
㌶
。
。
。
・
ヨ
O
）
δ
琶
O
」
が
確
実
に
し
た

　
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
　
寓
帥
茸
ぱ
。
＞
σ
q
戸
二
】
6
ジ
奪
象
ミ
鳶
憲
空
腎
§
§
㌧
℃
鷲
β

　
ド
㊤
◎
。
◎
◎
吻
戸
醤
冒
ワ
念
．

⑳
　
批
襲
制
廃
止
の
提
案
を
し
た
当
時
の
抵
抗
党
の
首
相
カ
ジ
ミ
ー
ル
・
ペ
リ
エ

　
O
霧
ぎ
貯
勺
警
一
興
も
、
晴
の
世
論
の
圧
力
に
よ
り
や
む
な
く
提
案
し
た
の
で
あ

　
り
、
お
な
じ
く
抵
抗
党
の
ギ
ゾ
、
チ
エ
ー
ル
、
政
府
と
一
線
を
画
し
て
い
た
が
純

　
理
派
の
ロ
ワ
イ
エ
u
コ
ラ
ー
ル
湾
。
く
0
7
0
0
＝
鎧
α
も
世
襲
制
支
持
の
立
場
で
演

　
了
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
月
ぴ
霞
8
午
U
雪
σ
q
ぎ
、
§
．
偽
隷
■
㌧
℃
℃
．
①
も
。
ム
．
　
ロ
ワ
イ
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エ
u
コ
ラ
ー
ル
、
チ
エ
ー
ル
は
十
月
三
日
、
ギ
ゾ
は
十
月
五
日
に
議
会
で
発
言
し

　
て
い
る
。
鼠
§
沖
特
ミ
㌍
戸
刈
9
℃
や
ω
卜
。
H
I
①
卜
。
、
。
。
0
Φ
為
⑦
．
な
お
テ
ユ
ロ
ー
ー
ダ
ン
ザ

　
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
法
案
の
代
議
院
で
の
票
決
の
結
果
は
、
反
対
が
八
六
票
、
賛

　
成
が
二
〇
六
票
で
あ
っ
た
。
当
時
の
代
議
院
で
は
正
統
王
朝
派
は
ほ
と
ん
ど
ベ
リ

　
エ
ひ
と
り
だ
け
の
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
反
対
票
の
ほ
と
ん
ど
は
オ
ル
レ
ア
ン
派

　
の
議
員
が
投
じ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
賛
成
の
二
〇
六
人
の
代
議

　
士
が
、
も
と
か
ら
の
世
襲
制
廃
止
論
者
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
も
、
カ
ジ
ミ
ー

　
ル
・
ペ
リ
エ
の
例
か
ら
考
え
て
、
困
難
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
野
村
敬
造
『
フ
ラ
ン
ス
憲
法
・
行
政
法
概
論
』
有
信
堂
　
一
九
六
二
年
、
八
一

　
－
八
二
頁
。
『
　
』
は
野
村
氏
に
よ
る
憲
章
の
訳
。
　
一
四
年
の
憲
章
・
の
正
文
は
、

　
じ
∪
品
三
♂
与
野
8
艮
。
び
労
■
切
。
雪
曇
9
0
§
恥
ミ
ミ
執
。
誠
ミ
N
器
辱
§
脚
皐

　
特
ミ
＄
ご
び
§
ミ
鳴
§
“
§
繕
§
ミ
偽
餐
。
。
や
刈
。
巴
‘
℃
舘
一
。
。
㌧
お
総
”
で
や
δ
o
。
1

　
圃
餅
を
、
訳
文
は
野
村
氏
の
前
掲
書
五
七
三
－
九
頁
を
参
照
し
た
。

⑭
　
空
華
ρ
沁
魯
o
N
N
ミ
§
、
憶
や
お
①
1
㊤
凸

⑳
　
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
『
政
治
…
的
考
察
』
G
o
起
篭
叙
駄
誉
篭
。
嵩
二
等
Q
ミ
一
塁
ミ
恥
（
一

　
八
一
四
年
）
の
な
か
で
、
可
能
な
最
良
の
政
府
は
、
君
主
的
、
貴
族
的
、
民
主
的
権

　
力
唱
O
¢
〈
O
貯
ω
旨
O
コ
胃
〇
三
ρ
信
ρ
轡
鼠
暮
O
o
虚
無
ρ
β
o
¢
け
位
①
旨
o
o
茜
賦
ρ
β
①
の
三
つ

　
の
権
力
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
入
二
四
年
に
発
表
の
『
国
王

　
は
死
ん
だ
、
国
王
万
歳
』
劇
団
当
馬
門
真
§
o
ミ
”
鼠
嘘
馬
偏
臓
ミ
の
な
か
で
、
　
「
我
々

　
の
現
在
の
憲
法
は
我
々
の
響
き
自
由
沁
営
。
｝
】
富
窃
の
法
典
の
文
章
が
新
し
く
な
つ

　
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
男
。
濫
島
。
Ω
峯
8
営
σ
ユ
餌
轟
繕
や
臼
き
§
恥

　
ら
。
ミ
辱
鳶
智
勲
℃
自
門
凶
肋
、
一
◎
◎
①
O
、
戸
ぐ
H
㌍
℃
．
Φ
さ
⊃
”
け
’
一
×
竪
℃
曜
①
一
繕
リ
ベ
リ
エ
も
、
憲
章

　
に
よ
っ
て
成
立
し
た
政
府
を
、
王
権
、
貴
族
政
、
民
主
政
の
三
つ
の
要
素
の
結
合

　
と
規
定
し
て
い
る
。
」
§
漸
愁
ミ
、
・
㌧
け
．
日
ρ
や
ω
ミ
■

⑳
　
§
ミ
馬
爵
き
ヨ
9
『
島
『
翼
μ
＜
一
理
同
Q
。
G
。
蒔
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
も
、
齎
主
政
を

　
二
四
〇
〇
年
の
あ
い
だ
、
我
々
に
架
実
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
、
祖
国
と
い
う

　
あ
の
樹
」
と
讃
え
て
い
る
。
0
7
霧
①
ρ
目
営
㌶
p
鼻
。
》
鼠
燃
．
、
や
刈
c
c
．
こ
の
よ
う
に
、

　
彼
ら
は
鴛
三
二
と
、
王
権
、
貴
族
政
、
畏
広
聴
の
三
つ
の
要
素
の
結
合
し
た
敷

　
府
、
い
わ
ば
混
合
政
体
の
ふ
た
つ
の
基
準
を
適
宜
歌
い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
国
民
主
権
を
否
定
す
る
と
き
は
伝
統
を
誇
る
君
主
政
を
引
き
合
い
に

　
だ
し
、
絶
対
主
義
を
非
難
し
、
自
由
主
義
的
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
た
い
時
は
後

　
者
を
理
想
と
す
る
と
脅
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
使
い
分
け
は
必

　
ず
し
も
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
前
者
の
基
準
に
立
て
ば
、
論
理
的
に
は
、

　
絶
対
主
義
の
陣
代
は
肯
定
さ
れ
、
革
命
期
や
七
月
王
政
期
よ
り
も
ま
し
な
時
代
で

　
あ
っ
た
と
い
う
結
論
が
生
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
の
自
由
主
義
が
｝
種

　
の
う
さ
ん
く
さ
さ
を
ぬ
ぐ
い
さ
れ
な
い
の
は
ひ
と
つ
に
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

⑱
　
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
『
憲
章
に
も
と
つ
く
館
主
政
』
（
一
入
一
六
年
）
b
恥
音

　
ミ
ミ
ミ
§
ミ
q
恥
ミ
§
ミ
G
訪
ミ
鷺
の
な
か
の
表
現
。
奪
ミ
‘
℃
℃
・
b
。
O
。
。
占
．
以
上
の

　
点
に
つ
い
て
は
、
猪
飼
隆
明
氏
の
大
日
本
帝
闘
憲
法
に
お
け
る
「
国
体
」
と
「
政

　
体
」
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
示
唆
を
受
け
た
。
猪
飼
隆
鉗
「
自
由
民
権
運
動
と
専

　
制
政
治
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
7
　
近
代
1
』

　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
五
年
、
二
七
五
－
八
五
頁
。
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二
　
議
会
制
自
由
主
義

（帽

j
　
反
革
命
的
自
由
主
義

七
月
王
政
下
、
自
由
の
制
限
に
反
対
し
、
様
々
な
自
由
を
ベ
リ
エ
は
擁
護
す
る
。
正
統
王
朝
派
の
前
身
に
当
た
る
、
復
古
王
政
下
の
ユ
ル
ト



七月王政期の自由正統主義（上垣）

ラ
が
地
方
分
権
を
唱
え
、
復
古
王
政
初
期
に
お
い
て
は
議
会
主
権
の
擁
護
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
中
木
康
夫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

　
　
①

て
い
る
。
こ
の
ユ
ル
ト
ラ
の
伝
統
に
立
ち
つ
つ
、
ペ
リ
エ
ら
は
地
方
分
権
の
み
な
ら
ず
、
法
治
主
義
に
立
脚
し
、
出
版
の
自
由
の
拡
大
、
結
社

の
自
由
、
宗
教
の
自
由
を
求
め
て
い
く
。
以
下
、
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
自
由
擁
護
の
主
張
が
国
家
、
中
央
の
権
力
の
増
大
へ
の
強
い
懸
念
に

基
づ
い
て
い
る
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
批
判
の
立
場
も
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
最
初
に
法
治
主
義
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
ベ
リ
エ
は
、
一
八
三
七
年
三
月
六
日
の
代
議
院
に
お
い
て
、
特
別
裁
判
所
や
例
外
裁
判
所
に
反
対

し
、
ま
た
司
法
の
尊
厳
を
擁
護
し
て
い
る
。
革
命
裁
判
所
や
帝
政
期
の
特
別
裁
判
所
を
非
難
し
つ
つ
、
「
誤
っ
た
、
不
正
な
裁
判
機
関
」
が
復

古
王
政
等
の
七
月
王
政
に
先
行
す
る
諸
政
府
に
役
立
っ
た
か
、
と
問
い
か
け
、
「
復
古
王
政
の
も
っ
と
も
良
き
時
代
、
繁
栄
、
力
、
安
寧
を
享

受
し
た
と
き
は
、
ま
さ
に
例
外
法
や
臨
時
裁
判
所
が
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
」
と
し
、
復
古
王
政
が
崩
壊
し
た
の
は
、
再
び
「
例
外
的
手
段
」

（
七
月
勅
令
を
さ
す
）
に
頼
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ベ
リ
エ
は
確
固
と
し
て
司
法
の
尊
重
と
法
治
主
義
を
唱

え
る
。
し
か
し
、
ベ
リ
エ
に
よ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
司
法
の
「
偉
大
で
見
事
な
綱
度
」
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
由
来
の
も
の
で
は
な
く
、
六
世
紀
に
起
源

を
も
ち
、
「
司
法
官
の
尊
厳
、
司
法
の
決
定
に
た
い
す
る
尊
重
」
は
、
い
く
つ
も
革
命
が
続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
無
事
で
あ
る
お
そ

ら
く
唯
一
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
反
革
命
の
立
場
を
崩
す
こ
と
な
く
特
励
裁
判
所
や
例
外
法
に
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
た

　
　
　
②

の
で
あ
る
。

　
次
に
出
版
の
自
由
擁
護
の
主
張
を
紹
介
し
よ
う
。
改
正
憲
章
に
よ
り
、
検
閲
が
廃
止
さ
れ
、
一
八
三
〇
年
十
月
八
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
出

版
に
関
す
る
犯
罪
は
陪
審
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
新
聞
発
行
に
あ
た
っ
て
納
め
る
べ
き
保
証
金
の
制

度
は
依
然
と
し
て
残
り
、
高
額
の
印
紙
税
、
お
よ
び
郵
送
料
と
と
も
に
、
新
聞
発
行
者
に
は
か
な
り
財
政
的
な
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
な
か
で
、
　
一
八
三
〇
年
＝
月
八
日
の
代
議
院
に
お
い
て
、
与
党
議
員
の
バ
ル
ト
国
窪
×
じ
ご
母
夢
①
（
一
七
九
五
－
一
八
六
三
）
か
ら
、

一
八
一
六
年
四
月
一
日
の
王
令
に
よ
っ
て
も
う
け
ら
れ
た
臨
時
税
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
聞
の
財
政
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
時
の
ラ
フ
ィ
ッ
ト
内
閣
は
国
庫
収
入
が
減
る
こ
と
を
嫌
っ
て
こ
の
提
案
に
難
色
を
示
す
。
ベ
リ
エ
は
バ
ル
ト
の
提
案
を
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支
持
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
我
々
は
懸
案
と
な
っ
て
い
る
問
題
を
財
政
間
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
同
意
で
き
な
い
。
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
意
見
に
と
っ
て
の
自
由
の
問

　
　
題
、
あ
ら
ゆ
る
意
見
を
擁
護
す
る
新
聞
の
創
刊
の
可
能
性
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
す
べ
て
の
意
見
は
人
に
聞
い
て
も
ら
う
権
利
を
も
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
結
社
の
権
利
も
ベ
リ
エ
は
擁
護
し
て
い
る
。
一
八
三
四
年
二
月
末
、
政
府
は
結
社
の
霞
由
を
よ
り
厳
し
く
制
限
す
る
法
案
を
提
出
す
る
。

四
月
十
日
に
は
成
立
す
る
こ
の
法
案
に
た
い
し
、
ベ
リ
エ
は
何
回
か
議
会
で
反
対
の
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
三
月
一
二
日
に
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
結
社
の
権
利
は
、
、
諸
君
、
神
墾
な
権
利
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
源
的
権
利
、
社
会
秩
序
に
お
け
る
根
本
原
理
、
社
会
が
立
脚
す
る
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
無
秩
序
、
騒
擾
、
分
裂
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
教
養
あ
る
境
遇
の
す
べ
て
の
人
々
に
と
り
、
結
社
の
権
利
は
不
安
や
懸
念
の
対
象
で
は
け
っ
し
て
な
く
、

　
　
散
在
す
る
構
成
員
を
集
め
、
分
裂
し
た
人
々
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
、
人
が
避
難
す
る
原
理
な
の
で
あ
る
。
結
社
（
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
）
の
精
神
と
は
、

　
　
生
活
習
慣
の
な
か
で
は
趣
味
と
感
情
を
共
有
す
る
人
々
と
親
し
く
な
り
た
い
七
い
う
欲
求
に
、
政
治
生
活
に
お
い
て
は
利
害
、
願
望
、
信
条
を
共
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
人
々
と
親
し
く
な
り
た
い
と
い
う
欲
求
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

h
ま
た
一
八
四
五
年
十
月
九
日
に
は
、
コ
ア
リ
シ
ォ
ン
。
o
二
一
怠
8
（
団
結
）
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
セ
ー
ヌ
県
の
大
工
職
人
を
法
廷
で
弁
護
し
て

お
り
、
そ
の
な
か
で
、
労
働
者
の
賃
上
げ
要
求
の
正
当
性
を
主
張
し
つ
つ
、
「
団
結
は
、
状
況
と
利
害
を
共
有
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
第
一
に

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
正
統
な
権
利
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
権
利
は
、
ベ
リ
エ
に
よ
る
と
、
宣
誓
ギ
ル
ド
と
親
方
の
同
業
組

合
が
廃
止
さ
れ
た
（
一
七
七
六
年
一
月
の
テ
ェ
ル
ゴ
ー
の
勅
令
）
後
、
四
四
の
同
業
組
合
を
再
建
し
た
一
七
七
六
年
八
月
八
日
の
勅
令
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
勅
令
は
A
「
良
き
王
ル
イ
一
六
世
」
の
事
業
で
あ
り
、
立
憲
議
会
が
こ
れ
ら
の
同
業
組
合
を
絶
滅
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
の
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。
あ
く
ま
で
反
革
命
的
姿
勢
を
崩
さ
ぬ
と
こ
ろ
は
見
事
で
あ
る
。

　
続
い
て
地
方
の
自
由
、
す
な
わ
ち
、
地
方
分
権
の
要
求
に
関
す
る
ベ
リ
エ
の
見
解
を
紹
介
し
よ
う
つ
地
方
分
権
は
、
す
で
に
復
古
正
貸
下
の
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七月王政期の自由正統主義（上垣）

ユ
ル
ト
ラ
が
主
張
し
て
お
り
、
格
別
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
ま
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
家
の
強
大
化
と
そ
れ
が
個
人
に
及
ぼ
す
悪
影
響

を
ベ
リ
エ
が
強
く
危
惧
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
三
一
年
二
月
三
日
、
市
町
村
議
会
に
関
す
る
法
案
を
審

議
中
の
代
議
院
に
お
い
て
、
ベ
リ
エ
は
中
央
集
権
化
を
「
共
和
国
と
帝
政
か
ら
生
ま
れ
、
我
々
の
州
喰
。
＜
営
8
。
。
に
と
っ
て
耐
え
難
い
範
」

と
攻
撃
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
三
四
年
一
月
六
日
の
代
議
院
に
お
い
て
は
、
中
央
集
権
化
は
隷
属
の
精
神
、
媚
び
へ
つ
ら
い
と
強
欲
の
精
神

を
生
む
か
ら
、
不
道
徳
で
あ
る
と
述
べ
、
古
い
フ
ラ
ン
ス
の
市
町
村
の
特
権
、
司
法
の
権
利
を
讃
え
、
「
一
七
八
九
年
の
革
命
以
前
に
は
、
大

臣
や
そ
の
吏
員
。
o
B
巳
ω
の
き
ま
ぐ
れ
に
生
活
が
左
右
さ
れ
て
い
た
入
は
、
二
万
、
あ
る
い
は
二
万
五
痴
人
も
い
な
か
っ
た
と
思
う
」
と
言
い

き
り
、
今
日
で
は
中
央
集
権
化
に
よ
っ
て
、
「
生
活
が
権
力
や
そ
の
手
先
の
裁
量
に
ま
っ
た
く
委
ね
ら
れ
て
い
る
人
が
五
〇
算
入
以
上
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
論
じ
て
い
る
。
御
覧
の
よ
う
に
、
結
社
の
自
由
擁
護
に
お
い
て
も
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
が

評
価
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
時
代
が
非
難
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
由
正
統
王
朝
派
の
自
由
擁
護
の
主
張
の
検
討
の
最
後
に
、
宗
教
の
自
由
、
教
会
の
自
由
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ペ
リ
エ
は
一
八

五
か
年
四
月
二
β
の
代
議
院
に
お
い
て
、
教
会
の
自
由
を
「
す
べ
て
の
自
由
の
中
で
第
一
の
、
そ
し
て
も
っ
と
も
厳
粛
な
自
由
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
良
心
の
自
由
で
さ
え
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ベ
リ
エ
が
、
完
全
な
政
教
分
離
で
は
な
い
に
せ
よ
、
聖
界
と
俗
界
の
分
離
、

相
互
不
可
侵
を
と
き
、
世
俗
権
力
の
宗
教
へ
の
介
入
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
一
八
二
六
年
、
ベ
リ
エ
は
『
政
治
的
市
民
的
秩
序
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
た
宗
教
脹
の
著
作
で
起
訴
さ
れ
た
ラ
ム
ネ
ー
ピ
ρ
8
。
自
ρ
δ
を
弁

護
し
て
い
る
。
ラ
ム
ネ
ー
が
起
訴
さ
れ
た
の
は
、
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
を
聖
別
し
た
一
六
八
二
年
の
宣
言
を
国
法
と
し
た
貴
族
院
法
廷
の
決
定
に
た

い
し
、
異
議
を
唱
え
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ベ
ジ
ェ
は
こ
の
弁
論
の
準
備
の
た
め
、
ミ
◎
§
ミ
§
§
恥
紙
に
＝
ハ
八
二
年
の
宣
言
を
非
難
し
た
ふ

た
つ
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
ペ
リ
エ
に
よ
る
と
、
こ
の
宣
言
は
い
っ
た
ん
一
六
九
三
年
に
ル
イ
一
四
世
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
た
の
に
、
　
一

七
六
六
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
追
放
の
際
、
復
活
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
は
い
っ
て
、
聖
職
者
市
民
基
本
法
を
う
み
お
と
し
、
一
八
〇
二
年
の
政
教

協
定
で
暗
黙
の
う
ち
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
再
度
一
八
一
〇
年
二
月
二
五
日
に
帝
国
の
一
般
法
と
宣
言
さ
れ
、
迫
害
を
産
む
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
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⑧

そ
う
で
あ
る
。

　
四
月
に
ラ
ム
ネ
…
の
弁
護
に
た
っ
た
ベ
リ
エ
は
、
軽
罪
裁
判
所
が
神
学
理
論
を
裁
く
こ
と
の
愚
を
説
き
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
ひ

と
し
く
、
黙
認
さ
れ
た
宗
派
が
数
多
く
あ
る
状
況
で
、
も
し
世
俗
当
局
が
、
人
間
の
意
思
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
信
仰
の
耐
え
難
い
転
を
民
衆

に
の
し
か
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
が
て
宗
教
は
政
治
権
力
の
仕
業
で
し
か
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
権
力
は
、
教
理
を
決
定
し
、
規
律

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
神
に
し
か
服
従
し
て
は
な
ら
な
い
良
心
に
命
令
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
そ
し
て
近
代
国
家
の
独
立
は
、
カ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

リ
ッ
ク
教
会
の
独
立
の
尊
重
だ
け
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
べ
リ
エ
は
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
に
よ
る
教
会
、
宗
教
へ
の
介
入
を
、

良
心
へ
の
侵
犯
と
い
う
角
度
か
ら
否
定
す
る
ベ
リ
エ
は
、
一
八
二
九
年
六
月
に
王
令
に
よ
っ
て
八
つ
の
教
育
機
関
を
奪
わ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

擁
護
の
た
め
、
ラ
ム
ネ
ー
と
と
も
に
論
陣
を
は
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
未
公
認
修
道
会
の
弁
護
に
た
っ
た
一
八
四
五
年
五
月
三
臼
の
代
議
院
に
お
い
て
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
廃
止
を
一
六
八
二
年
中
宣
言
が

結
実
し
た
も
の
と
し
て
非
難
し
、
さ
ら
に
一
八
三
〇
年
の
改
正
憲
章
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
国
教
の
地
位
か
ら
、
た
だ
た
ん
に
「
フ
ラ
ン

ス
人
の
多
数
派
の
宗
教
偏
と
格
下
げ
さ
れ
た
こ
と
を
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
と
そ
の
法
律
の
現
状
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
正
当
で
、
よ
り
真
実
に
近
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

よ
り
論
理
的
な
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
世
俗
権
力
が
宗
教
問
題
に
介
入
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
た
の
だ
、
と
べ
リ
エ
は
論
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ベ
リ
エ
ら
自
由
正
統
王
朝
派
の
自
由
擁
護
の
主
張
に
は
、
第
一
に
、
国
家
、
中
央
権
力
の
、
社
会
的
あ
る
い
は
私
的
な
領

域
へ
の
介
入
に
対
す
る
健
全
な
批
判
精
神
が
認
め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
彼
ら
が
擁
護
す
る
様
々
な
自
由
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
由
来
の
も
の
で
は

な
く
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
存
在
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
自
由
を
擁
護
す
る
際
に
も
、
反
革
命
の
立
場
を
け
っ
し
て
逸
脱

し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
ベ
リ
エ
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
七
月
王
政
期
に
お
け
る
彼
の
言
行
は
一
致
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
リ
エ

は
正
統
王
朝
派
の
新
聞
だ
け
で
は
な
く
、
一
八
四
一
年
春
月
に
は
ル
ド
リ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
の
演
説
を
掲
載
し
た
た
め
に
起
訴
さ
れ
た
『
ク
ー
リ

エ
・
ド
・
ラ
・
サ
ル
ト
G
。
ミ
ミ
ミ
§
ミ
の
ミ
龍
』
紙
を
メ
ー
ヌ
・
エ
・
ロ
ワ
ー
ル
県
重
罪
裁
判
所
に
お
い
て
、
オ
デ
ィ
ロ
ン
・
バ
ロ
○
象
ζ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

じd

ﾏ
塁
9
、
マ
リ
寓
錠
δ
、
ア
ラ
ゴ
》
鎚
σ
q
o
と
と
も
に
、
弁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
自
由
擁
護
の
主
張
は
単
な
る
反
対
の
た
め
の
反
対
で
は
な
く
、
一
定
の
一
貫
性
と
真
実
味
を
帯
び
て
い
た
と
い
え
よ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
七
月
の
王
政
の
批
判
と
い
う
意
図
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
お
お
い
に
そ
の
意
図
は
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
正
統
王
朝
派
は
、
共
和
派
と
な
ら
ん
で
、
七
月
王
政
下
で
は
反
体
制
で
あ
っ
て
、
何
度
と
な
く
正
統
王
朝
派
の
新
聞
が
出
版
停

止
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
お
り
、
一
八
三
二
年
に
は
正
統
王
朝
派
が
武
力
に
よ
る
王
朝
転
覆
を
企
て
、
政
府
は
西
部
四
県
に
戒
厳
令
を
し
い
た
こ

　
　
　
　
⑬

と
も
あ
っ
た
。
と
く
に
七
月
王
政
初
期
に
お
い
て
は
、
正
統
王
朝
派
は
党
派
と
し
て
の
存
在
そ
の
も
の
が
政
府
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
か
か
っ
て

い
た
。
出
版
や
、
結
社
等
の
自
由
の
擁
護
は
、
武
力
転
覆
を
夢
見
る
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
大
し
た
問
題
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

合
法
活
動
を
行
お
う
と
す
る
自
由
正
統
王
朝
派
に
と
っ
て
、
切
実
な
課
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

七月ヨ致期の自由正統主義（上垣）

　
（
二
）
　
憲
章
に
も
と
つ
く
君
主
政

　
本
節
で
は
、
国
王
と
議
会
の
関
係
に
つ
い
て
の
べ
リ
エ
ら
の
主
張
の
検
討
を
通
し
て
、
自
由
正
統
王
朝
派
が
立
憲
主
義
者
で
あ
り
、
議
院
内

閣
制
を
も
支
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　
第
一
に
、
彼
ら
自
由
正
統
王
朝
派
は
、
憲
法
（
憲
章
）
に
も
と
つ
く
政
治
を
要
求
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
シ
ャ
ト
！
ブ
リ
ア
ン
の
流

れ
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
半
ば
自
明
な
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
点
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
発
言
を
引
い
て
み
よ
う
。
ク
セ
ジ
ュ
文

庫
に
収
め
ら
れ
た
著
書
の
中
で
リ
ア
ル
も
引
用
し
て
い
る
が
、
一
八
五
一
年
一
月
一
六
日
の
立
法
議
会
で
ベ
リ
エ
は
「
立
憲
的
・
議
会
制
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

σq

庶
ｿ
く
理
器
ヨ
注
げ
。
9
ω
け
騨
匡
江
。
自
亀
簿
℃
母
一
Φ
ヨ
Φ
簿
巴
屋
」
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
い
る
。
彼
は
諸
党
派
の
団
結
、
融
和
を
求
め
た
後
、
次

の
よ
う
に
い
う
。

そ
の
と
お
り
、
こ
こ
〔
立
法
議
会
1
1
筆
者
〕
に
は
正
統
王
朝
派
も
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
も
、
穏
健
共
和
派
も
い
な
い
。
こ
う
し
た
人
々
の
な
か
の
一
人
と
し

て
適
法
的
な
代
議
政
府
§
σ
q
o
g
く
。
旨
Φ
白
Φ
ヨ
お
讐
ひ
ω
Φ
暮
9
藻
畳
み
⑳
巳
δ
円
の
基
本
的
大
原
則
の
た
っ
た
一
つ
で
も
異
議
申
し
立
て
し
た
り
、
拒
絶

し
た
り
す
る
者
は
い
な
い
。
法
の
前
の
平
等
、
良
心
の
自
由
、
世
俗
的
秩
序
と
霊
的
秩
序
の
分
離
、
あ
ら
ゆ
る
雇
用
に
お
い
て
平
等
に
就
職
可
能
で
あ
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り
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
祉
会
的
利
便
を
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
享
受
可
能
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
原
則
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
で
も
賛
成
し
な
い
よ
う
な
人

　
　
は
、
我
々
〔
正
統
王
朝
派
だ
け
で
な
く
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
、
穏
健
共
和
派
の
党
派
の
議
員
も
含
む
一
筆
老
〕
の
中
に
は
ひ
と
り
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
と

　
　
お
り
、
我
々
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
欲
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
諸
権
利
、
こ
れ
ら
の
自
由
の
永
続
的
保
障
を
立
憲
的
・
議
会
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
の
中
で
実
現
す
る
た
め
に
こ
そ
、
我
々
は
団
結
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
彼
ら
は
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
同
様
、
議
院
内
閣
制
を
支
持
し
、
議
会
の
多
数
派
が
政
府
を
構
成
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
一
八
四
〇
年
三
月
二
五
日
の
代
議
院
に
お
い
て
、
ベ
リ
エ
は
、
国
王
ル
イ
ー
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
巧
妙
な
術
策
に
よ
り
、
分
裂
し
て
し

ま
っ
た
与
党
勢
力
を
分
析
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
七
月
革
命
を
支
持
す
る
党
派
は
二
大
分
派
、
す
な
わ
ち
、
「
議
会
権
力
の
優
越
」
を
望

む
分
派
と
「
王
位
○
。
霞
。
暮
Φ
の
優
越
」
を
望
む
分
派
に
分
か
れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
、
三
月
一
日
に
成
立
し
た
ば
か
り
の
チ
エ
ー
ル
首

班
内
閣
は
、
議
会
の
優
越
を
貫
く
点
で
、
中
途
半
端
で
あ
る
と
述
べ
、
議
論
を
続
け
る
。

　
　
結
局
、
議
会
制
政
府
の
旗
が
た
め
ら
わ
ず
に
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
、
す
べ
て
の
大
き
な
政
治
団
体
の
推
進
力
と
な
る
べ
き
犠
牲
の
精
神
を
奪

　
　
い
、
つ
い
に
は
我
々
の
社
会
の
道
徳
的
諸
条
件
を
引
き
抜
い
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
個
人
主
義
の
、
お
そ
る
べ
き
発
展
を
く
い
止
め
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
彼
の
議
会
制
擁
護
の
主
張
の
き
わ
め
っ
き
と
も
い
う
べ
き
発
言
が
な
さ
れ
る
。

　
　
心
志
せ
ず
に
言
う
が
、
以
上
の
よ
う
に
た
め
ら
う
こ
と
な
く
明
確
に
こ
の
方
針
〔
議
会
の
多
数
派
に
も
と
ず
く
政
治
一
筆
者
〕
の
も
と
に
た
つ
内
閣
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
ば
、
私
は
支
持
を
与
え
る
用
意
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ベ
リ
エ
の
議
会
制
擁
護
の
立
場
は
、
伝
記
作
者
ラ
コ
ン
ブ
に
よ
る
と
、
七
月
王
政
に
は
い
っ
て
次
第
に
明
確
化
し
て
き
た
も
の

で
あ
る
ら
し
い
。
ペ
リ
エ
は
、
一
八
三
八
年
一
〇
月
八
医
専
の
書
簡
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
フ
ラ
ン
ス
は
、
国
に
よ
る
国
の
統
治
の
制
度
属
目
の
団
ω
＄
彰
①
α
①
α
q
o
旨
く
。
讐
o
B
①
暮
曾
℃
ρ
団
ω
娼
霞
輪
唱
畠
。
。
を
取
り
入
れ
な
い
か
ぎ
り
、
か
く
も
多

　
　
く
の
続
発
す
る
革
命
か
ら
解
放
さ
れ
て
休
息
す
る
こ
と
も
、
道
徳
的
、
物
質
的
に
フ
ラ
ン
ス
を
疲
弊
さ
せ
る
永
続
的
変
化
の
こ
の
轍
か
ら
抜
け
出
す
こ
と

　
　
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
権
力
の
座
に
つ
い
た
、
か
く
か
く
の
人
物
の
個
人
的
利
害
も
、
か
く
か
く
の
王
家
の
王
朝
的
利
害
も
、
今
で
は
わ
が
園
民
め
p
、
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賦
。
昌
と
っ
て
も
は
や
十
分
な
保
障
と
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
私
は
、
議
会
の
大
権
を
支
持
す
る
運
動
が
明
確
と
な
り
、
増
大
す
る
の
を
見
て
嬉
し
く
思
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
す
べ
て
の
利
害
が
発
展
す
る
壮
大
な
道
程
へ
の
第
…
歩
な
の
で
す
。

　
ラ
コ
ン
ブ
に
よ
る
と
、
議
会
に
よ
る
大
権
の
行
使
は
、
ペ
リ
エ
の
目
に
は
、
言
わ
ば
王
権
の
代
理
を
果
た
す
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
七
月
革

命
以
来
、
王
権
は
不
在
で
あ
る
か
ら
、
王
権
の
す
べ
て
の
権
限
を
議
会
が
引
き
受
け
る
こ
と
を
、
国
民
主
権
を
支
持
す
る
人
々
、
す
な
わ
ち
、

オ
ル
レ
ア
ン
派
や
共
和
派
に
求
め
た
の
だ
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
王
権
が
不
在
の
場
合
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
議
会
主
義
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
も
し
、
王
権
が
復
帰
し
た
場

合
に
は
、
彼
ら
は
ど
う
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
王
権
復
僻
後
の
議
会
と
王
権
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
で

あ
る
と
彼
ら
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
ベ
リ
エ
ら
は
、
王
政
復
古
後
、
議
院
内
閣
翻
の
考
え
を
捨
て
る
な
ど
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
こ
の
節
の
冒
頭
で
引
用
し
た
一
八
五
一

年
一
月
山
六
日
の
べ
リ
エ
の
発
言
は
、
正
統
王
朝
派
と
オ
ル
レ
ア
ン
朝
の
合
同
の
試
み
が
ま
だ
続
い
て
い
る
中
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

い
わ
ば
正
統
王
朝
派
に
た
い
す
る
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
懸
念
を
な
く
す
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
発
言
で
あ
り
、
王
朝
合
同
に
よ
る
王
政
復
古

後
も
議
会
制
を
守
る
と
い
う
誓
約
の
言
葉
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
　
＝
口
葉
は
状
況
に
押
さ
れ
て
、
不
本
意
な
が
ら
約
束
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
王
権
が
存
在
し
て
い
た
時
期
、
す
な

わ
ち
、
復
古
王
政
期
の
ユ
ル
ト
ラ
の
行
動
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
間
接
的
に
迫
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
第
一
に
、
議
会
多
数
派
が
王
党
派
自
身
で
あ
る
時
は
、
議
院
内
閣
制
は
王
党
派
に
と
っ
て
む
し
ろ
有
利
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
復
古
王
政
初

期
に
お
い
て
は
、
ユ
ル
ト
ラ
が
議
会
多
数
派
を
占
め
て
い
た
が
、
王
権
と
対
立
し
て
い
た
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
の
『
憲
章
に
も
と
つ
く
君
主

政
』
（
一
八
＝
ハ
年
）
は
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ボ
ン
家
の
君
主
で
あ
ハ
、
て
も
、
「
革
命
の
精
神
的
利
益
」
に
奉

仕
し
て
い
る
時
は
、
盲
従
す
る
必
要
は
な
く
、
異
議
申
し
立
て
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
貴
族
的
自
由
主
義
の
伝
統
に
立
ち
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
直
前
に
反
乱
し
た
貴
族
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
ユ
ル
ト
ラ
の
立
場
で
あ
っ
た
。
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つ
ぎ
に
、
王
党
派
が
少
数
派
の
場
合
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
場
合
で
も
、
国
王
が
多
数
派
を
支
持
し
て
い
る
時
、
す
な
わ
ち
、
「
革
命
の
精

神
的
利
益
」
に
奉
仕
す
る
側
に
つ
く
時
に
は
、
議
会
と
王
権
の
対
立
の
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。
王
党
派
の
ほ
う
も
、
議
院
内
閣
捌
を
唱
え
て

も
彼
ら
の
利
益
に
直
接
な
ら
な
い
が
、
王
権
を
盾
に
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
ブ
ル
ボ
ン
家
の
君
主
が
議
会
内
少
数
派
の
王
党
派
と
立
場
を
同
じ
く
し
、
議
会
多
数
派
と
対
立
す
る
雨
期
に
し
ぼ

ら
れ
て
く
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
が
シ
ャ
ル
ル
十
世
治
下
の
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
勺
＆
σ
q
舜
。
政
権
の
時
に
生
じ
た
。
一
八

二
九
年
八
月
八
日
目
組
閣
さ
れ
た
極
右
の
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
首
班
内
閣
は
極
度
に
不
人
気
で
あ
っ
た
。
翌
週
〇
年
三
月
一
六
日
、
こ
の
内
閣
に
不

信
任
を
突
き
つ
け
る
勅
語
奉
答
文
が
代
議
院
に
お
い
て
、
二
二
一
票
対
一
八
一
票
で
可
決
さ
れ
る
。
こ
の
日
、
代
議
院
に
お
い
て
ベ
リ
エ
は
国

王
大
権
を
擁
護
し
、
「
王
の
権
利
が
傷
つ
け
ら
れ
、
王
位
が
凌
辱
さ
れ
る
時
、
あ
な
た
が
た
の
奉
答
文
が
、
〔
王
に
た
い
す
る
1
1
筆
者
〕
献
身
、
尊

敬
、
愛
の
誓
い
で
満
た
さ
れ
て
い
て
も
な
ん
に
な
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
ベ
リ
エ
の
議
会
で
の
最
初
の
演
説
で
あ
っ
た
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
、
七
月
王
政
下
で
も
こ
の
時
の
発
言
を
取
り
消
し
て
は
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
ベ
リ
エ
は
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
べ
っ
た
り
で
も
な
か
っ
た
し
、
シ
ャ
ル
ル
十
世
に
た
い
し
無
批
判
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
リ
エ

は
一
応
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
内
閣
を
是
認
し
て
は
い
た
が
、
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
自
身
は
危
険
な
人
物
と
評
価
し
て
い
た
。
ベ
リ
エ
は
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
か

ら
国
務
大
臣
と
し
て
入
閣
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
を
辞
退
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
二
一
人
の
勅
語
奉
答
文
の
可
決
後
、
ペ

リ
エ
は
、
歩
み
よ
り
の
姿
勢
を
見
せ
る
議
会
多
数
派
の
意
を
く
ん
で
、
国
王
、
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
内
閣
側
と
の
和
解
工
作
に
走
り
、
ヴ
ィ
レ
ー
ル

く
田
2
①
の
権
力
復
帰
（
議
会
多
数
派
が
予
算
案
を
可
決
さ
せ
る
約
束
の
身
返
り
と
し
て
、
政
府
に
要
求
し
た
譲
歩
の
中
身
）
を
扇
指
し
て
い

る
。
工
作
は
シ
ャ
ル
ル
十
世
の
頑
な
な
姿
勢
に
あ
っ
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ベ
リ
エ
が
王
権
と
議
会
の
直
接
対
立
を
回
避
し
よ
う
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
国
王
の
大
権
事
項
に
た
い
す
る
ベ
リ
エ
ら
の
態
度
を
も
う
少
し
子
細
に
検
討
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
一
八
一
四
年
の
憲
章
と
改
正

憲
章
の
国
王
の
大
権
を
比
べ
た
場
合
、
重
要
な
変
更
点
は
、
後
者
に
お
い
て
、
七
月
勅
令
を
出
す
法
的
根
拠
と
な
っ
た
憲
章
第
一
四
条
の
規
定
、
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す
な
わ
ち
、
「
国
家
の
安
寧
」
の
た
め
に
必
要
な
規
則
と
王
令
を
制
定
す
る
権
利
、
い
わ
ゆ
る
緊
急
大
権
が
否
定
さ
れ
、
「
国
家
の
安
寧
」
云
々

と
い
う
文
言
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
議
会
に
も
発
議
権
が
認
め
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
す
で
に

『
憲
章
に
も
と
つ
く
君
主
政
』
の
な
か
で
議
会
に
発
議
権
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
王
の
大
権
事
項
と
し
て
は
、

緊
急
大
権
事
項
に
た
い
す
る
態
度
が
自
由
正
統
王
朝
派
と
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
を
区
別
す
る
点
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
出
版
の
自
由
を
廃
止
し
、
議
会
を
解
散
さ
せ
、
選
挙
制
度
も
改
悪
し
よ
う
と
し
た
七
月
勅
令
に
た
い
す
る
ベ
リ
エ
ら
の
態
度
は
い
か
な
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
で
あ
っ
た
の
か
。
ル
カ
ニ
ュ
エ
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ベ
リ
エ
は
こ
の
行
為
に
来
る
べ
き
破
局
を
予
感
し
、
絶
望
し
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
積
極
的
な
抵
抗
を
組
織
し
た
り
、
何
ら
か
の
抗
議
行
動
に
う
っ
て
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た
し
か
に
、
七
月
王
政
期
に
入

っ
て
、
ベ
リ
エ
ら
は
七
月
勅
令
を
非
難
す
る
発
言
を
行
っ
て
い
る
（
前
節
の
冒
頭
参
照
）
。
だ
が
、
国
王
の
緊
急
大
権
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
王
党
派
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
抱
き
、
復
古
王
政
の
瓦
解
を
嘆
く
現
代
の
歴
史
家
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
リ
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

や
ベ
ル
テ
ィ
エ
・
ド
・
ソ
ヴ
ィ
ニ
ー
と
同
様
、
こ
の
条
項
そ
の
も
の
が
悪
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
解
釈
の
し
か
た
、
運
用
の
方
法
が
悪
か
っ
た

と
、
彼
ら
も
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
二
一
二
人
の
勅
語
奉
答
文
と
七
月
勅
令
に
た
い
す
る
ベ
リ
エ
ら
の
態
度
か
ら
、
次
の
よ
う
に
結
論
で
き
る
。
彼
ら
は
議
会
と
王
権
が
直
接
対

峙
す
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
し
、
こ
う
い
う
事
態
を
圓
避
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
王
権

が
議
会
と
対
立
し
た
場
合
、
尊
王
派
の
彼
ら
は
、
王
権
の
側
に
つ
く
か
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
不
偏
不
党
の
王

　
議
会
と
王
権
の
対
立
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
し
ま
え
ば
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
窮
地
に
陥
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
態

が
生
じ
る
こ
と
を
画
然
に
防
止
す
る
手
立
て
を
彼
ら
が
考
え
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の
師
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
議
院
序
論

こ
そ
、
そ
の
防
止
策
で
あ
っ
た
。
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シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
国
王
の
権
威
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
専
制
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
大
臣
に
行
動
の
自
由
を

与
え
、
彼
ら
に
責
任
を
取
ら
せ
、
国
王
自
身
は
す
べ
て
の
責
任
を
解
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
（
第
一
部
第
四
章
）
。
こ
の
よ
う
に
、

個
々
の
政
府
の
世
評
、
浮
沈
、
運
命
か
ら
、
国
王
を
切
り
離
し
、
国
王
の
威
厳
を
守
ろ
う
と
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
考
え
る
。
国
民
の
生
活
に

直
接
関
わ
る
、
内
政
業
務
は
議
会
の
多
数
派
か
ら
生
ま
れ
た
内
閣
に
任
せ
て
し
ま
い
、
外
交
権
、
統
帥
権
、
国
家
が
非
常
時
に
陥
っ
た
場
合
に

行
使
さ
れ
る
緊
急
大
権
、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
枢
要
な
権
能
に
国
王
の
権
限
を
限
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
く
意
識
し
た
人
物
で
あ
っ
た
し
、
同
時
に
諸
党
派
の
分
裂
状
況
を
嘆
い
た
人
で
も
あ
っ

た
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
、
一
八
一
四
年
に
出
版
し
た
、
『
政
治
的
考
察
』
の
な
か
で
、
王
は
憲
章
を
も
た
ら
し
、
す
べ
て
を
許
し
た
の
だ

し
、
ま
た
公
平
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
と
、
エ
ミ
グ
レ
の
不
満
を
諌
め
、
平
和
の
精
神
を
説
き
、
党
派
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
な
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

う
。
さ
ら
に
、
エ
ミ
グ
レ
、
王
党
派
、
共
涌
派
、
と
い
っ
た
言
葉
が
消
失
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
要
す
る
に
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
理
想
の

君
主
像
は
、
ど
れ
か
特
定
の
党
派
の
首
領
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
諸
党
派
の
上
に
立
ち
、
不
偏
不
党
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
限
り
な
く
ナ

シ
ナ
ン
に
同
化
し
て
い
る
君
主
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
君
主
の
も
と
で
は
党
派
闘
争
は
控
え
る
べ
し
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

君
主
に
国
民
の
統
合
機
能
を
期
待
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
ペ
リ
エ
も
、
党
派
的
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
い
、
自
ら
を
門
国
民
的
正
党
派
」
と
呼
び
、
ま
た
党
派
対
立
を
嘆
い
た
こ
と
は
拙
稿
で

ふ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
四
三
年
の
末
、
　
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
に
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
を
訪
聞
し
（
三
章
第
一
節
参
照
）
、
王
子
に
感

銘
を
う
け
た
ベ
リ
エ
は
、
　
一
一
月
＝
一
一
日
付
の
書
簡
の
な
か
で
「
彼
〔
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
1
1
筆
者
〕
は
一
党
派
の
王
に
な
り
た
い
と
は
思
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
い
し
、
ま
た
な
り
え
な
い
こ
と
に
、
確
信
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
扁
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
王
に
は
国
罠
の
統
合
機
能
を
期
待
し
、
日
常
の
内
政
の
運
営
は
議
会
か
ら
生
ま
れ
た
内
閣
に
任
せ
て
し
ま
う
。
こ
れ

が
自
由
正
統
王
朝
派
の
考
え
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
国
王
に
は
国
民
の
統
合
と
い
う
象
徴
的
機
能
だ
け
し
か
残
っ

て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
王
党
派
が
国
王
の
大
権
を
削
減
す
る
こ
と
は
自
己
否
定
に
つ
な
が
る
か
ら
、
『
憲
章
に
も
と
つ
く
君
主
政
』
と
同
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七月王政期の霞由正統主義（上垣）

様
に
、
ペ
リ
エ
ら
の
望
む
王
政
復
古
が
成
就
し
た
場
合
で
も
、
様
々
な
大
権
事
項
は
て
つ
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
（
た
だ
し
、

オ
ル
レ
ア
ン
派
と
の
妥
協
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
場
合
は
除
い
て
）
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
自
由
正
統
王
朝
派
が
望
ん
だ
と
し
て
も
、
議
院

内
閣
制
に
よ
る
政
治
の
運
欝
が
実
際
に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
最
終
的
に
は
国
王
の
意
思
、
資
質
に
関
わ
っ
て
く
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
点
で
も
、
ベ
リ
エ
ら
は
無
策
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ベ
リ
エ
は
シ
ャ
ル
ル
十
世
に
た
い

し
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
夢
を
追
わ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
を
受
け
入
れ
る
よ
う
、
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ャ
ル
ル
十
世
に
た
い
し
、

半
ば
諦
め
て
い
た
ベ
リ
エ
ら
は
王
子
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
。
自
由
主
義
的
で
議
会
主
義
的
な
政
府
に
ふ
さ
わ

し
く
、
立
憲
的
政
治
を
理
解
す
る
再
主
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
一
応
の
努
力
は
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
。　

そ
し
て
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
は
彼
ら
の
期
待
に
答
え
て
、
一
八
四
三
年
一
一
月
二
九
日
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
や
ペ
リ
エ
が
い
る
前
で
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
　
か
つ
て
私
の
考
え
が
父
祖
の
玉
座
の
方
に
向
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
、
た
だ
た
だ
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ソ
琉
に
よ
っ
て
か
く
も
見
事
に
表
明
さ
れ
た

　
　
あ
の
諸
原
理
と
感
情
を
も
っ
て
、
我
が
圏
に
私
が
奉
仕
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
希
望
を
抱
い
て
い
た
か
ら
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
本
節
の
結
論
を
述
べ
よ
う
。
王
権
と
議
会
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
自
由
正
統
王
朝
派
の
一
貫
し
た
課
題
で
あ
り
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
議

院
内
閣
制
論
が
そ
の
解
決
策
で
あ
っ
た
。
調
和
さ
せ
る
べ
き
対
象
の
一
方
に
あ
た
る
王
権
が
不
在
で
あ
る
七
月
王
政
や
第
二
共
和
政
に
お
い
て

は
、
彼
ら
は
無
理
な
く
議
会
主
義
者
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
た
と
え
正
統
王
朝
が
復
古
し
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
理
想

は
、
「
国
家
の
安
寧
」
が
脅
か
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
内
政
は
議
院
内
閣
欄
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
①
中
木
前
掲
欝
、
四
一
コ
ー
三
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
以
上
延
長
ざ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
②
　
』
着
沖
特
ミ
、
・
句
蛭
＝
卜
。
㌧
唱
℃
■
刈
㊦
。
。
ド
復
古
王
政
下
の
特
別
裁
判
所
、
す
な
わ
　
　
　
　
③
　
臥
§
細
論
ミ
、
．
、
壁
2
㌔
℃
・
悼
逡
■
Ω
’
「
鰹
｛
諸
勺
9
μ
8
葺
卜
塁
帖
誠
ミ
N
ミ
§
軌
§

　
　
ち
臨
時
即
決
裁
判
所
8
霞
・
。
℃
円
く
9
巴
。
ω
を
設
置
す
る
法
案
は
｝
八
一
八
年
一
　
　
　
　
ミ
効
§
9
・
・
題
§
鍵
ミ
昏
鍵
N
9
輪
舞
。
。
、
δ
O
◎
℃
や
お
倉
潔
一
－
的
．
一
八
一
九
年

　
　
月
一
日
ま
で
の
時
限
立
法
と
し
て
、
一
八
一
五
年
一
二
月
四
日
に
可
決
さ
れ
、
そ
　
　
　
　
　
六
月
九
日
の
法
律
に
よ
り
、
新
聞
を
創
刊
す
る
者
は
罰
金
の
支
払
い
に
備
え
て
相
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当
額
の
保
証
金
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
保
証
金
制
度
の
目
的
は
新
聞
の

　
所
有
者
を
中
産
階
級
に
限
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
法
案

　
の
立
案
者
は
ギ
ゾ
で
あ
る
。
犀
窪
①
O
o
蕪
蕊
陶
§
鴨
O
建
ミ
｝
ミ
§
職
§
園
ミ
馬

　
き
さ
愚
愚
ミ
、
誤
写
§
、
§
§
鏡
ミ
ー
謎
恥
ト
い
9
益
o
p
一
ま
ρ
や
ト
。
餅
検
閲

　
制
度
は
一
入
二
〇
年
三
月
三
一
日
の
法
律
に
よ
っ
て
導
入
ざ
れ
、
一
八
ニ
ニ
年
三

　
月
一
七
i
一
八
日
の
法
律
で
一
旦
緩
和
さ
れ
た
後
、
一
八
二
四
年
八
月
一
五
日
の

　
王
令
に
よ
り
強
化
さ
れ
る
が
、
一
八
二
八
年
七
月
　
八
日
の
法
律
で
若
干
の
例
外

　
を
除
き
、
廃
止
さ
れ
る
。
一
八
三
〇
年
の
七
月
勅
令
で
う
ち
だ
さ
れ
た
検
閲
捌
度
は

　
復
古
王
政
期
の
ど
の
法
律
よ
り
も
苛
麗
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ω
㊤
＆
①
切
多
門
α
q
。
び

　
思
。
羅
①
O
a
鎚
r
閂
①
a
貯
卑
匹
8
0
羅
。
漏
（
ω
O
餌
。
陰
　
一
P
　
α
戸
『
。
　
ユ
O
）
．
ミ
籔
。
驚
、
馬
覧
リ
ミ
ミ
馬

　
§
ミ
辱
鳶
綺
、
ミ
ミ
ミ
墨
℃
騨
戦
β
翻
り
＄
、
け
．
H
ど
℃
」
9

④
　
さ
“
ミ
ミ
き
器
二
八
N
O
目
碧
。
・
一
。
。
。
。
野
そ
れ
ま
で
も
、
刑
法
典
二
九
一
条
に
よ

　
っ
て
、
二
〇
人
を
こ
え
る
結
社
に
は
政
府
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

　
政
治
結
社
は
二
一
人
未
満
の
支
部
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
網
を
く
ぐ
っ
て

　
い
た
。
法
案
は
二
〇
人
を
う
わ
ま
わ
る
結
社
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
二
一
人
未
満

　
の
支
署
に
分
割
し
で
も
政
府
の
認
可
を
必
要
と
し
、
法
の
抜
け
穴
を
ふ
さ
ぐ
と
と

　
も
に
、
会
合
の
定
期
性
を
犯
罪
の
成
立
要
件
か
ら
削
除
し
、
ま
た
二
九
二
条
を
改

　
正
し
て
罪
刑
を
重
く
す
る
な
ど
の
改
悪
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

⑤
　
い
き
。
旨
ぴ
ρ
愚
■
鼠
帖
こ
℃
や
幽
窃
①
1
り
。

⑥
§
§
W
§
き
幽
h
①
ぐ
二
曾
同
G
。
。
。
ご
さ
§
§
ミ
、
旨
舞
9
乱
す
μ
嫁
母
お
ω
蒔
な

　
お
、
貴
族
院
に
お
い
て
も
、
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
Ω
霜
朝
。
ω
創
Φ
寓
。
馨
巴
臼
昌
σ
興
腔

　
（
一
八
一
〇
i
七
〇
）
と
と
も
に
、
正
統
王
朝
派
の
ド
ル
ゥ
臆
ブ
レ
ゼ
が
、
こ
の
法

　
案
に
反
対
し
て
お
り
、
ポ
ン
テ
ィ
ユ
は
「
こ
の
よ
う
に
し
て
復
古
王
政
を
特
微
づ

　
け
て
い
た
精
神
状
態
が
再
び
現
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
精
神
状
態
は
、
逆
説
的
に
、

　
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
も
っ
と
も
断
固
た
る
支
持
に
自
由
主
義
的
な
外
観
を

　
与
え
た
の
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
勺
。
鼻
鉱
r
。
》
ミ
こ
℃
℃
．
一
α
刈
ふ
O
．

⑦
き
鵠
§
§
ヨ
曾
。
遷
象
ω
p
く
三
同
。
。
8
．

⑧
ピ
。
。
㊤
言
。
r
§
’
ミ
こ
℃
」
。
。
ご
℃
8
耳
㊦
智
8
旨
。
＃
切
ミ
畦
ミ
§
“
憾
ミ
§
蚕

　
勺
ρ
二
ρ
一
㊤
。
。
G
。
b
喝
℃
．
α
α
1
①
ω
．
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ソ
ブ
ー
ル
著
山
崎
耕
一
訳
『
大

　
帰
命
前
夜
の
フ
ラ
ソ
ス
ー
経
済
と
社
会
』
法
政
大
学
臨
版
会
　
一
九
八
二
年
、

　
「
八
六
－
八
頁
、
エ
メ
翻
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ル
テ
ィ
モ
ー
ル
著
朝
倉
剛
・
羽
賀

　
賢
二
訳
『
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
ー
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
國
家
と
社
会
i
』
　
白
水

　
社
　
一
九
八
七
年
、
一
一
二
ー
ニ
ニ
頁
参
照
。

⑨
ピ
。
。
p
毒
。
梓
、
§
．
ミ
‘
℃
℃
．
お
－
餅

⑩
奪
ミ
‘
や
圃
①
．

＠
　
さ
ミ
§
§
α
一
ヨ
騨
p
9
Φ
流
目
昌
9
ド
。
。
面
前
．
ベ
リ
エ
は
完
全
な
政
教
分
離
を
霊
張

　
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
八
二
六
年
に
お
い
て
も
五
〇
年
に
お
い
て
も
政
激

　
協
約
を
擁
護
し
て
い
る
。
し
か
も
、
「
政
治
的
秩
序
と
宗
教
的
秩
序
の
闘
に
非
常

　
に
緊
密
な
絆
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
（
一
八
一
二
三
年
二
月
二

　
三
日
の
代
配
譲
院
さ
§
§
ミ
ヤ
α
一
ヨ
塁
0
7
0
鐸
｛
o
＜
嵩
震
H
◎
。
も
。
ω
）
、
教
会
と
国
家
の

　
「
断
絶
痛
く
。
同
o
o
」
は
革
命
に
激
し
い
内
乱
状
態
を
生
じ
さ
せ
た
（
一
八
五
〇
年
・

　
四
月
三
日
の
立
法
議
会
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係

　
を
政
治
と
宗
教
の
問
に
期
待
し
て
い
た
の
か
が
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

　
の
点
は
か
な
り
微
妙
な
問
題
で
あ
り
、
ベ
リ
エ
の
主
張
に
も
揺
れ
が
あ
る
よ
う
に

　
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
擁
護
か
ら
即
、
ペ
リ
エ
が
復
宵
的
で
宗

　
教
的
な
政
治
を
理
想
と
し
て
い
た
、
と
結
論
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
議
会
に
お

　
い
て
ベ
リ
ェ
は
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
を
た
た
え
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
教
会
と
國
家
は

　
「
ふ
た
つ
の
不
可
分
の
思
想
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
三
三
年
二
月
二
三
臼
）
。

　
親
英
の
七
月
王
敷
を
意
識
し
て
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
面
も
あ
る
が
、
拙
稿
で
明

　
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
返
代
化
、
工
業
化
の
必
要
性
は
認
め

　
て
お
り
、
ベ
リ
エ
が
イ
ギ
リ
ス
を
例
に
だ
し
た
の
は
、
宗
教
を
迫
害
せ
ず
に
（
力

　
ト
リ
ッ
ク
解
放
令
も
す
で
に
一
八
二
九
年
に
で
て
い
た
）
、
撒
会
と
友
好
関
係
を

　
保
ち
な
が
ら
で
も
、
近
代
化
、
自
由
主
義
化
は
可
能
で
あ
る
、
い
や
む
し
ろ
宗
教

　
勢
力
を
敵
視
し
て
い
て
は
近
代
化
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
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あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
前
掲
拙
稿
参
照
。

⑫
冒
8
ヨ
。
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O
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⑭
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巴
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喧
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薯
■
器
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轟
．

⑮
　
§
首
§
§
＜
①
巳
話
缶
嵩
一
Q
。
盟
．
こ
の
発
言
は
第
二
共
和
政
下
に
お
い
て
、

　
秩
序
党
の
団
結
を
訴
え
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
状
況
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う

　
が
、
七
月
王
政
期
（
｝
八
四
六
年
八
月
三
一
日
の
代
議
院
）
に
す
で
に
次
の
よ
う

　
な
フ
ァ
ル
ー
の
言
明
が
存
在
す
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
〔
前
略
〕
私
は
〔
議
会
に
た
い
し
1
1
筆
者
〕
次
の
よ
う
に
言
お
う
。
私
の
考
え
に

　
よ
れ
ば
、
自
由
な
國
家
と
絶
対
主
義
的
圏
家
閃
安
富
㊤
冨
。
貯
。
。
と
の
違
い
は
、

　
少
数
派
の
置
か
れ
て
い
る
状
態
の
な
か
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
共
和
政
で
あ
れ
、

　
暑
主
制
で
あ
れ
、
少
数
派
が
意
見
を
表
明
で
き
る
正
規
の
機
関
も
、
少
数
派
が
姿

　
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
合
法
的
な
場
所
も
も
は
や
な
い
よ
う
な
政
府
は
、
す
べ

　
て
絶
対
主
義
的
政
府
で
あ
る
。

　
　
ど
ん
な
に
脆
弱
で
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
思
想
や
願
望
が
表

　
明
さ
れ
る
た
め
の
合
法
的
な
は
け
口
が
存
在
す
る
致
府
、
も
し
く
は
、
憲
法
を
援

　
用
し
さ
え
す
れ
ば
思
想
や
願
望
が
尊
重
さ
れ
る
政
府
で
あ
れ
ば
、
共
和
政
で
あ

　
れ
、
慰
主
鯛
で
あ
れ
、
自
由
〔
な
政
府
馨
筆
者
〕
で
あ
る
。
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ポ
リ
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復
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つ
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自
由
正
統
王
朝
派
は
一
七
八
九
年
の
革
命
の
諸
原
則
を
認
め
ば
し
な
い
が
、
法
治
主
義
の
立
場
を
堅
持
し
、
自
由
主
義
的
で
同
時
に
議
会
主
　
6
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義
的
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
う
で
あ
ろ
う
と
努
め
た
。
し
か
し
、
七
月
王
政
下
の
状
況
よ
り
も
い
っ
そ
う
徹
底
し
た
自
由
を
求

め
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
自
由
主
義
的
で
あ
る
こ
と
自
体
、
反
革
命
の
精
神
と
矛
盾
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
骨
接
選
挙
制
と
は
い

え
、
選
挙
権
の
相
当
大
幅
な
拡
大
を
求
め
、
民
衆
の
全
部
で
は
な
い
に
せ
よ
、
重
要
部
分
に
国
政
参
加
へ
の
ル
ー
ト
を
開
く
こ
と
を
望
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
①

た
の
で
あ
る
か
ら
、
議
会
独
裁
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
彼
ら
は
、
彼
ら
の
恐
れ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

進
展
を
止
め
よ
う
と
す
る
の
か
。

　
一
八
三
四
年
一
月
六
日
、
代
議
院
に
お
い
て
、
ベ
リ
エ
は
七
月
王
政
が
立
脚
す
る
人
民
主
権
の
「
原
理
に
由
来
す
る
討
論
の
権
利
」
、
ど
ん

な
意
見
で
も
表
明
で
き
る
権
利
を
求
め
る
。
彼
に
よ
る
と
、
一
四
世
紀
の
伝
統
を
誇
る
世
襲
君
主
制
の
も
と
で
し
か
秩
序
と
自
由
は
両
立
し
な

　
　
　
　
②

い
の
で
あ
る
。
一
八
三
四
年
一
二
月
三
一
日
の
代
議
院
に
お
い
て
、
ベ
リ
エ
は
、
帝
政
派
か
ら
正
統
王
朝
支
持
に
か
わ
っ
た
理
由
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
の
巨
大
な
等
等
が
崩
壊
す
る
の
を
見
、
戦
勝
の
剣
で
は
政
府
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
、
ど
ん
な
天
才
で
あ
っ
て
も
、
一

　
　
人
の
人
間
の
力
で
は
国
家
の
秩
序
と
安
寧
を
維
持
す
る
の
に
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
そ
の
日
か
ら
、
私
は
、
社
会
を
守
る
た
め
に
は
ひ
と
つ
の

　
　
原
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
し
ぼ
し
ば
現
れ
て
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
偉
大
な
天
才
は
、
恩
恵
を
も
た
ら
す
星
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
災
厄
の
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
る
こ
と
を
理
解
し
た
。
そ
れ
以
来
、
私
は
、
そ
の
臼
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
戻
さ
れ
た
原
理
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
正
統
王
朝
で
な
け
れ
ば
自
由
と
秩
序
は
も
た
ら
さ
れ
な
い
と
い
う
観
念
は
、
一
八
一
四
年
に
ブ
ル
ボ
ン
家
の
王
位
復
位
を
実
現
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
す
べ
て
の
党
派
に
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ユ
ル
ト
ラ
の
み
な
ら
ず
、
純
理
派
の
考
え
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
リ
エ
ら

は
こ
の
点
だ
け
を
と
っ
て
み
る
と
、
悪
く
言
え
ば
、
復
古
王
政
の
歴
史
的
経
験
か
ら
十
分
学
ぼ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
八
一
四

年
当
時
の
精
神
に
忠
実
で
あ
り
、
節
操
が
あ
っ
た
、
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
正
統
王
朝
派
に
特
徴
的
な
、
王
家
に
た
い
す
る
宗
教
的
と
も
言
う
べ
き
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
は
、
自
由
正
統
王
朝
派
と
純
理

派
と
の
隔
絶
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
エ
ド
マ
ン
ド
・
パ
ー
ク
流
の
伝
統
主
義
に
は
み
ら
れ
な
い
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
心
情
を
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有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
七
月
革
命
の
直
後
の
貴
族
院
で
の
彼
の
最
後
の
演
説
に
お
い
て
、
非
合
理
主
義
的
な
君
主
へ
の
忠
誠
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

否
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ベ
リ
エ
自
身
も
ブ
ル
ボ
ン
家
へ
の
盲
目
的
忠
誠
を
否
定
し
て
い
る
。
一
八
四
二
年
八
月
一
九
日
の
代
議
院
に
お

い
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
君
主
政
の
古
き
法
に
よ
っ
て
、
主
権
の
、
取
消
不
可
能
で
正
統
な
継
承
と
い
う
原
理
」
へ
の
支
持
は
「
主
君
へ
の
隷
属
と

か
、
個
人
へ
の
信
仰
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
偏
、
「
こ
の
原
理
の
な
か
に
自
由
に
と
っ
て
大
き
な
保
障
が
あ
る
と
い
う
ま
じ
め
な
確
信
」
の
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

え
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
言
う
こ
と
を
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
リ
エ
と
な
ら
ん
で

有
名
な
自
由
正
統
王
朝
派
の
政
治
家
、
フ
ァ
ル
ー
に
つ
い
て
は
、
彼
が
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
に
た
い
し
て
一
種
宗
教
的
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
が
、
ル
ネ
・
ラ
ン
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ル
ー
の
『
あ
る
王
党
主
義
者
の
メ
モ
ワ
ー
ル
』
を
読
ん
で
も
表
に
表
わ

れ
な
い
感
情
が
、
私
的
な
書
簡
の
な
か
で
は
吐
露
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ラ
ン
ク
ー
ル
が
引
用
し
て
い
る
、
ボ
ル
ド
ー
公
（
1
ー
シ
ャ
ソ
ボ

ー
ル
伯
）
訪
問
後
に
プ
ラ
ハ
か
ら
出
さ
れ
た
書
簡
（
一
八
三
六
年
四
月
二
七
日
付
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

　
　
ボ
ル
ド
ー
公
爵
様
は
大
き
な
謎
の
言
葉
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
ボ
ル
ド
ー
公
爵
様
を
と
お
し
て
我
々
に
つ
い
て
の
神
の
思
し
召
し
が
ど
ん
な
も
の

　
　
で
あ
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
我
々
に
残
さ
れ
て
い
る
時
間
が
過
去
の
伝
統
に
結
び
付
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
我
々
は
錨
も
羅
針
盤
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
見
知
ら
ぬ
大
洋
に
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
を
、
知
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
実
は
、
ベ
リ
エ
自
身
も
摂
理
史
観
と
い
う
べ
き
観
念
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ブ
ラ
ソ
ス
革
命
に
関
連
し
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族

は
正
当
な
罰
を
う
け
た
。
と
い
う
の
は
、
諸
革
命
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
こ
う
し
た
大
打
撃
は
、
す
べ
て
が
人
間
の
仕
業
に
よ
る
も
の
で
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
く
、
「
し
ば
し
ば
裁
き
は
よ
り
高
い
と
こ
ろ
が
ら
下
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
八
三
一
年
一
〇
二
五
潤
の
代
議
院
）
。
ま
た
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル

伯
の
出
生
に
神
の
摂
理
の
介
在
を
見
て
い
る
こ
と
も
「
一
八
二
〇
年
二
月
＝
瓢
日
に
流
れ
た
〔
ペ
リ
ー
公
の
一
筆
者
〕
の
血
は
、
い
わ
ば
、
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

摂
理
に
よ
っ
て
前
も
っ
て
寄
せ
集
め
ら
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
発
言
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
八
四
三
年
の
秋
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
が
滞
在
す
る
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
に
、
正
統
王
朝
派
が
続
々
と
訪
れ
る
。
こ
の
、
い
わ
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ゆ
る
「
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
巡
礼
」
は
、
正
統
王
朝
派
の
な
か
に
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
は
み
ら
れ
な
い
、
王
家
に
た
い
す
る
独
特
な
敬
愛
の
念
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

き
ず
い
て
い
る
こ
と
を
、
天
下
に
示
し
た
。
こ
の
巡
礼
の
な
か
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
と
ベ
リ
エ
で
あ
る
。

ベ
リ
エ
は
何
日
に
も
わ
た
っ
て
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
と
行
動
を
と
も
に
し
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
王
子
に
招
か
れ
て
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
と
い

⑫う
。
ベ
リ
エ
は
後
日
、
議
会
に
お
い
て
、
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
も
た
ぬ
、
「
高
貴
な
知
性
」
「
気
高
い
魂
」
と
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
を
賛
美
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（一

ｪ
四
四
年
一
月
一
五
日
の
代
議
院
）
。
宗
教
的
と
形
容
可
能
な
、
正
統
正
朝
派
の
、
王
子
に
た
い
す
る
敬
慕
の
念
は
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
リ
ア
ル
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

っ
て
「
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
教
。
冨
ヨ
σ
o
目
玉
ω
日
①
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
南
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ー
ル
県
で
は
、
ラ
ル
シ
i
α
Φ
い
母
。
団

な
ど
の
地
方
の
名
望
家
が
プ
ラ
ハ
等
に
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
を
詣
で
た
後
、
地
元
に
帰
っ
て
く
る
と
、
彼
ら
は
信
奉
者
を
集
め
て
、
「
若
き
ア
ン

リ
」
の
質
素
で
、
敬
け
ん
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
話
し
、
王
子
が
民
衆
に
た
い
し
愛
情
を
抱
き
、
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
を
告
げ
、
そ
の
後
、
王
子

の
石
膏
の
胸
像
、
時
に
は
王
子
の
肖
像
と
百
合
の
花
が
描
か
れ
た
ス
カ
ー
フ
や
メ
ダ
ル
等
が
出
席
者
に
配
ら
れ
る
の
が
慣
わ
し
に
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ま
た
、
自
尊
心
の
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
王
党
派
は
、
自
分
の
家
ま
た
は
部
屋
に
王
子
の
胸
像
、
あ
る
い
は
小
立
像
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。

ベ
リ
エ
が
直
接
肖
像
の
普
及
に
関
係
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
個
人
的
心
情
は
と
も
あ
れ
、
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
へ
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
が
「
シ
ャ
ン
ボ
…
ル
教
」
の
普
及
に
手
を
貸
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ベ
リ
エ
ら
の
場
合
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
へ
の
敬
愛
の
念
は
、
王
子
に
た
い
す
る
絶
対
的
な
服
従
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
「
ベ
ル
ヴ
レ
イ
ヴ
巡
礼
」
の
時
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
は
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
が
宣
言
し
た
諸
原
理
を
支
持
す
る
、
と
公
式
に
表
明
し
た

（
二
章
第
二
節
）
の
で
あ
っ
て
、
ベ
リ
エ
に
し
て
み
れ
ば
自
由
主
義
的
な
君
主
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
つ
も
り
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
彼
ら
は
、
純
理
派
や
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
（
一
「
立
憲
派
」
）
の
よ
う
に
、
自
由
の
確
保
を
制
度
的
な
保
障
に
も
と
め
、
国
王
の
大
権

の
明
文
憲
法
に
よ
る
規
制
を
目
指
す
の
で
は
な
い
。
　
フ
ィ
ッ
ツ
ー
ジ
ャ
ム
の
言
う
よ
う
に
、
書
か
れ
ざ
る
「
基
本
法
」
、
古
く
か
ら
の
国
綱
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

念
に
よ
っ
て
王
権
は
制
限
さ
れ
て
い
る
と
、
み
な
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
明
文
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
は
、
欽
定
憲
法
た
る
一
八
一
四
年
の

憲
章
の
よ
う
に
、
国
正
の
自
主
規
制
と
し
て
し
か
、
国
王
大
権
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
彼
ら
の
本
音
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
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ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
議
院
綱
の
議
論
が
国
王
の
威
厳
を
確
保
す
る
と
い
う
論
理
で
貫
か
れ
、
文
章
表
現
の
う
え
で
は
国
王
大
権
の
制
限
を
巧
妙
に

回
避
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ル
イ
＝
ハ
世
を
自
由
の
創
設
者
と
強
弁
し
た
よ
う
に
、
自
由
の
保

障
も
綱
度
的
保
障
で
は
な
く
、
国
王
の
英
明
さ
、
大
御
心
の
宏
さ
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
矛
盾
に
つ
き
あ
た
っ
て
し
ま
う
。

　
と
く
に
民
衆
に
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
の
偶
像
崇
拝
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
広
め
ら
れ
る
王
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
か
に
自
由
主
義
的

な
君
主
の
す
が
た
を
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
非
合
理
的
な
崇
敬
の
念
を
ひ
ろ
め
君
主
の
恣
意
に
た
い
す
る
抵
抗
の
精
神
を
奪
う
と
い
う
点
で
、

自
由
主
義
に
と
っ
て
は
有
害
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
か
く
し
て
万
が
一
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
が
主
権
を
回
復
し
た
時
、
神
の
摂
理
に
庇
護
さ
れ
、

英
明
な
君
主
、
し
か
も
不
偏
不
党
で
、
ナ
シ
オ
ン
と
再
び
合
体
し
た
君
主
が
、
国
民
の
利
益
の
た
め
に
、
あ
え
て
議
会
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

な
さ
れ
た
決
断
に
、
ど
の
よ
う
な
異
議
申
し
立
て
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
憲
君
主
が
、
緊
急
大
権
等
の
大
権
を
駆
使
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
種
の
啓
蒙
専
制
君
主
へ
と
横
す
べ
り
し
て
い
く
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア

ン
の
『
憲
章
に
も
と
つ
く
君
主
政
』
の
な
か
の
宮
沢
俊
義
氏
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
文
章
、
代
表
制
に
お
け
る
君
主
は
「
そ
の
祖
先
の
国
王
た

ち
よ
り
も
絶
対
君
主
的
で
あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
オ
プ
ル
に
お
け
る
サ
ル
タ
ン
よ
り
も
強
大
で
あ
り
、
ル
イ
一
四
世
よ
り
も
自
主
的
で
あ
る
」

　
　
　
　
⑰

と
い
う
表
現
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
由
正
統
王
朝
派
は
、
自
ら
の
自
由
主
義
的
信
念
を
裏
切
る
よ
う
な
論
理
を
抱
え
込
み
、
ま
た
実
際
の
行
動
を
通
じ
て
、
反

自
由
主
義
的
要
素
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
二
）
　
神
の
権
利
と
人
間
の
権
利

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
た
い
す
る
、
物
理
的
、
行
政
的
な
抑
圧
、
対
処
療
法
を
、
自
由
へ
の
脅
威
と
み
な
す
と
同

時
に
、
根
本
的
な
対
策
と
は
み
な
い
自
由
正
統
王
朝
派
は
、
王
へ
の
敬
愛
の
感
惜
を
吹
き
込
み
、
民
衆
の
内
面
を
教
化
し
て
、
「
道
徳
的
秩
序
」

の
同
復
を
図
ろ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
内
面
の
教
化
に
あ
た
り
、
も
っ
と
も
期
待
が
よ
せ
ら
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
王
権
を
授
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け
る
神
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ヵ
小
リ
ヅ
ク
教
会
で
あ
る
。

　
一
八
五
一
年
七
月
一
六
日
の
立
法
議
会
に
お
い
て
、
神
授
権
♂

次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

紆
○
謬
象
三
郎
の
理
論
を
う
け
い
れ
て
い
る
と
、
批
判
さ
れ
た
べ
リ
エ
は
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・
神
の
権
利
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
、
神
の
法
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
人
聞
創
造
の
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
社
会
の
な
か
で
生
き
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
。
人
間
は
社
会
の
な
か
で
生
き
る
よ
う
に
創
ら
れ
て
い
る
。
社
会
の
存
在
囲
、
①
邑
富
口
8
創
Φ
冨
ω
o
。
審
＄
、
そ
の
基
本
的
条
件
を
そ
な
え
た
社
会

　
　
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
神
の
法
で
あ
り
、
神
の
権
利
で
あ
る
。
他
に
な
に
も
な
い
。
宗
教
が
な
け
れ
ぼ
社
会
は
ま
っ
た
く
存
在
し
え
な
い
。
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
族
が
な
け
れ
ば
社
会
は
ま
っ
た
く
存
在
し
え
な
い
。
所
有
が
な
け
れ
ば
社
会
は
ま
っ
た
く
存
在
し
え
な
い
。

　
宗
教
、
家
族
、
所
有
と
は
秩
序
党
の
お
気
に
い
り
の
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
も
宗
教
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
り
、
社
会
の
紐
帯
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
代
市
民
社
会
の
紐
帯
を
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
る
こ
と
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
も
行
っ
て
お
り
、
自
由
正
統
王
朝
派

の
際
立
っ
た
反
動
性
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
具
体
的
に
は
、
ベ
リ
エ
は
教
会
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て
い
た
の
か
。
ベ
リ
エ
に
よ
る
と
、
僧
侶
は
登
戸
区
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

道
徳
を
説
き
、
子
供
を
指
導
し
、
大
人
の
打
ち
明
け
話
を
聞
く
存
在
で
あ
る
（
一
八
五
〇
年
四
月
二
日
の
立
法
議
会
）
。
ベ
リ
エ
は
社
会
に
お
け
る

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
力
を
肯
定
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
聖
職
者
の
指
導
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ベ
リ
エ
ら
は
盤
職
者

が
カ
ト
リ
ッ
ク
民
衆
を
ど
の
よ
う
に
教
化
し
て
く
れ
る
の
を
望
ん
で
い
た
の
か
。

　
ベ
リ
エ
は
、
一
八
三
一
年
七
月
七
日
付
の
ド
・
ジ
ョ
バ
ル
α
①
冒
び
巴
伯
爵
夫
人
宛
の
書
簡
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
し
ゃ
べ
り
、
服
装

も
フ
ラ
ン
ス
的
な
サ
ヴ
ォ
ワ
と
ピ
エ
モ
ン
テ
の
宗
教
状
態
を
賛
美
し
て
、
「
い
た
る
と
こ
ろ
に
権
威
が
、
ま
た
一
般
に
服
従
の
精
神
が
み
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

宗
教
は
よ
く
行
な
わ
れ
、
命
令
は
よ
く
聞
か
れ
て
お
り
、
我
々
の
古
い
歴
史
の
香
気
を
放
つ
習
俗
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
ま
す
し
と
書
い
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
宗
教
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
権
威
に
た
い
し
て
従
順
な
精
神
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
精
神
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
八
三
四
年
に
は
学
生
の
政
治
行
動
を
憂
え
、
学
校
教
育
の
場
で
も
権
威
と
規
律
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
一
八
三
三
年
に
成
立
す
る
初
等
教
育
法
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ゾ
法
に
よ
っ
て
「
市
民
生
活
に
最
低
必
要
な
基
本
的
知
育
」
と
と
も
に
、

「
聖
職
老
の
監
督
の
も
と
で
の
宗
教
教
育
に
そ
っ
て
道
徳
が
鼓
吹
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
秩
序
の
尊
重
が
宗
教
的
な
道
徳
教
育
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
お
し
て
教
え
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
正
統
王
朝
派
の
区
別
は
つ
け
が
た
く
な
っ
て
く
る
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
自
由
正
統
王
朝
派
が
反
革
命
派
で
あ
り
、
人
権
宣
言
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
思
い
起
こ
す

べ
き
で
あ
る
。
ベ
リ
エ
ら
は
啓
蒙
思
想
の
合
理
主
義
的
批
判
精
神
や
人
権
思
想
の
正
面
か
ら
の
否
定
者
と
し
て
現
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
リ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
の
思
想
を
「
幻
想
」
、
「
誤
謬
」
と
あ
か
ら
さ
ま
に
非
難
し
て
い
る
。
ま
た
「
人
権
の
力
貯
℃
巳
。
。
ω
ρ
暮
①
α
①
ω
母
鼠
誌
価
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
ゴ
o
B
ヨ
①
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
に
は
大
変
高
慢
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。
フ
ァ
ル
ー
の
ほ
う
は
、

人
間
理
性
の
限
界
を
語
っ
て
い
る
。
「
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
青
少
年
に
次
の
よ
う
に
教
え
よ
。
す
な
わ
ち
、
理
性
に
は
限
界
が
あ
り
、
良
心
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

法
が
あ
り
、
社
会
や
文
明
は
そ
れ
ら
が
与
え
る
権
利
や
楽
し
み
の
見
返
り
に
、
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
を
。
扁

　
ベ
リ
エ
ら
が
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
期
待
し
た
の
は
、
啓
蒙
思
想
の
合
理
主
義
的
批
判
精
神
を
封
じ
込
め
る
こ
と
で
あ
り
、
権
利
意
識
を
弱
め
、

教
会
や
名
望
層
へ
の
服
従
を
教
え
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
の
相
違
は
オ
ル
レ
ア
ン
派
が
、
秩
序
維
持
と
い
う
観
点
と
近
代
化

の
要
請
と
を
折
衷
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
階
層
的
秩
序
の
維
持
を
最
優
先
し
て
、
そ
の
た
め
に
理
性
を
超
え
た
超
越
的
存
在
へ

の
崇
敬
の
念
を
吹
き
込
む
こ
と
が
前
面
に
す
え
ら
れ
た
点
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
人
間
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
」
に
す
ぎ
な
い
七
月
王
政
（
一
八
五
一
年
七
月
一
六
日
の
立
法
議
院
に
お
け
る
ベ
リ
エ
の
発
言
）
か
ら
民
衆
の
支
持
が
離
れ
て
い
く
こ
と

を
彼
ら
が
期
待
し
て
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。

　
小
野
紀
明
氏
は
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
に
関
心
し
て
、
彼
が
合
理
的
、
自
律
的
個
人
の
理
念
に
つ
い
て
の
、
本
質
的
洞
察
に
ど
こ
ま
で
到
達
し

て
い
た
の
か
疑
問
だ
と
さ
れ
、
「
代
議
政
体
は
宗
教
の
上
に
築
か
ね
ば
」
な
ら
な
い
云
々
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
ベ
リ
エ
や
フ
ァ
ル
ー
ら

は
、
そ
の
師
と
同
様
、
合
理
的
、
自
律
的
個
人
の
理
念
か
ら
遠
く
、
宗
教
教
育
に
よ
る
個
人
の
内
面
の
道
徳
化
を
む
し
ろ
積
極
的
に
推
し
進
め

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
数
百
万
に
の
ぼ
る
民
衆
に
政
治
参
加
の
道
を
開
く
以
上
、
あ
る
い
は
そ
れ
ゆ
え
一
層
、
民
衆
の
心
を
問
題
に
せ
ざ
る
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を
え
な
か
っ
た
の
だ
と
、

で
あ
っ
た
。

考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
王
子
個
人
へ
の
信
仰
に
似
た
賛
美
を
繰
り
返
す
の
も
、
無
数
の
大
衆
を
意
識
し
て
の
こ
と

①
　
前
掲
拙
稿
、
第
二
章
参
照
。

②
　
ピ
p
8
ヨ
σ
ρ
愚
’
ミ
こ
℃
や
ミ
！
。
。
一
難
§
轡
特
ミ
N
．
し
．
。
。
α
㌧
唱
や
δ
？
P

③
謡
§
ダ
辱
ミ
、
．
、
壁
O
押
や
α
O
ゆ
。

④
　
ゼ
。
巳
ω
9
『
p
三
層
卜
塗
§
へ
碁
雨
ミ
さ
§
N
醤
詩
N
c
。
ミ
よ
。
。
賦
㌔
勺
下
思
㌧
ち
。
。
9
勺
で
マ

　
刈
ら
Q
一
ρ

⑤
　
冒
履
（
二
P
o
》
ミ
こ
℃
．
霧
P
た
し
か
に
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
言
う
と
お
り
、
シ
ャ

　
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
一
八
三
〇
年
八
月
七
日
の
貴
族
院
に
お
け
る
彼
の
最
後
の
演
説

　
に
お
い
て
、
ブ
ル
ボ
ン
長
子
系
の
立
場
を
擁
護
す
る
の
は
「
感
摺
的
な
献
身
」
に

　
よ
る
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
・
画
着
旧
特
ミ
貸
戸
0
ω
・
ワ
。
。
①
・

⑥
ミ
§
ミ
§
鈴
旨
。
（
凱
b
。
0
8
母
H
。
。
お
9

⑦
』
§
ぎ
ミ
恥
犠
．
き
い
唖
ミ
ミ
帆
§
℃
℃
震
β
卜
。
〈
o
す
H
。
。
。
。
。
。
昌

⑧
渇
。
濠
菊
診
。
8
費
”
《
ぎ
＝
o
煽
×
9
お
し
。
伊
帥
登
臨
y
診
卜
3
h
黛
ミ
ミ
§
義

　
、
＆
野
§
ミ
爵
い
迷
詫
馬
亀
ミ
や
＞
9
霧
α
二
〇
〇
＝
o
臼
お
凶
募
Φ
≡
舞
一
8
p
一
〇
”
三
ω
8
剛
門
。

　
「
o
｝
お
8
易
③
畠
。
O
『
。
ぎ
σ
『
○
α
。
ω
も
。
O
・
。
。
陰
。
ヨ
σ
話
1
ω
0
9
0
餌
）
話
　
一
㊤
譲
層

　
O
お
き
葺
ρ
一
り
設
、
℃
．
。
。
一
〇
．

⑨
ミ
ミ
特
ミ
N
．
ン
．
刈
9
マ
し
。
。
。
ド

⑩
ミ
ミ
憾
ミ
N
‘
貯
＝
N
や
圃
。
。
梱

⑪
　
な
お
ベ
リ
エ
が
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
に
シ
ャ
ン
ボ
…
ル
伯
を
訪
問
す
る
こ
と
に
、
党

　
内
か
ら
異
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ラ
コ
ン
ブ
に
よ
る
と
、
渡
英
し
た
代
議
士

　
は
ベ
リ
エ
を
含
め
五
人
だ
け
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
巾
部
の
諸
県
の
議
員
は
住
民
感

　
傭
を
考
慮
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
と
ど
ま
っ
た
。
ベ
リ
エ
の
友
人
じ
ヴ
国
富
馨
傭
、
〉
謎

　
も
、
ベ
リ
ェ
に
あ
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
國
の
利
益
に
奉
仕
す
る
と
い
う
べ
リ
エ

　
の
常
日
頃
の
言
動
と
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
訪
問
と
は
両
立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、

　
と
書
い
て
お
り
、
ペ
リ
エ
に
た
い
し
批
判
的
で
あ
っ
た
。
い
舘
。
筥
ぴ
P
§
・
ミ
・
℃

　
℃
℃
・
も
。
逡
－
刈
・
な
お
拙
稿
の
一
二
〇
頁
で
、
こ
の
巡
礼
に
参
蒲
し
た
正
統
王
朝
派

　
議
員
が
、
帰
国
後
、
こ
の
こ
と
を
理
由
に
議
会
で
懲
罰
に
か
け
ら
れ
、
議
会
を
除

　
名
さ
れ
た
と
書
い
た
が
、
正
し
く
は
、
懲
罰
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
抗
議
し
て
五

　
人
の
正
統
王
朝
派
議
員
が
辞
表
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
拙
稿
の
誤
り
を
こ
こ
に

　
訂
正
し
て
お
く
。
O
h
き
ミ
．
笥
℃
ワ
臨
卜
。
ム
圏

⑫
き
ミ
．
、
℃
誌
O
轡

⑬
§
ミ
偽
§
ヨ
9
益
二
①
噺
窪
く
冨
「
転
筆
・

⑭
菊
巨
。
。
λ
O
。
三
ユ
冨
江
8
ぴ
一
．
禽
薮
・
9
冨
。
。
窪
ω
§
年
傷
振
σ
q
三
甕
。
。
富
二
ω

　
o
冨
ヨ
9
a
冨
ヨ
①
y
言
一
“
‘
沁
亀
。
N
ミ
帖
§
．

⑮
し
尊
ユ
雪
男
ぎ
嚇
a
ぎ
O
ミ
ぎ
ミ
沁
。
い
ミ
㍉
賜
§
葺
ミ
恥
b
憩
ミ
ミ
鴨
ミ
ミ
§

　
O
亀
ミ
～
N
。
。
ミ
ー
嵩
冶
㌧
9
諺
ぴ
鼠
ユ
σ
q
¢
し
㊤
Q
。
し
。
㌧
ワ
置
窃
■

⑯
　
一
八
一
二
…
年
軽
羅
一
九
日
の
蹴
只
族
院
に
お
け
る
発
言
。
臥
§
｝
多
雪
蔑
こ
幹
O
O
◎
㌧

　
℃
晶
O
弗

⑰
宮
沢
俊
義
『
憲
法
と
政
治
制
度
』
岩
波
書
店
一
九
六
八
年
、
　
三
七
頁
。
原

　
文
で
は
臼
ミ
羽
“
§
S
ミ
題
、
戸
く
H
鮮
℃
．
ミ
P
訳
文
は
宮
沢
氏
に
よ
る
。

⑬
』
§
邑
§
§
鴇
8
良
嵩
扁
巳
一
δ
仲
H
。
。
㎝
ピ

⑲
ミ
§
§
ミ
魑
ヨ
2
。
話
鼠
。
。
導
く
全
躯
窃
O
嘲

⑳
い
帥
8
朝
げ
p
。
》
ミ
ご
ワ
に
．

⑳
　
匡
§
鍋
辱
ミ
N
；
ρ
㊤
H
”
℃
．
9
一
．

＠
　
上
村
祥
二
「
一
一
月
革
命
と
初
等
教
育
」
（
阪
上
孝
編

　
八
－
九
頁
。

㊧
　
一
八
四
五
年
五
月
三
日
の
代
議
院
に
お
い
て
。

前
掲
害
、
所
収
）
、
一
八
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⑳
　
臥
零
｝
．
辱
ミ
貸
戸
刈
〇
ニ
ゾ
。
。
Q
。
も
。
’

⑯
　
一
八
四
七
年
四
月
一
二
日
の
代
議
院
に
お
い
て
。

　
ミ
ミ
ミ
碍
塁
特
ミ
ミ
心
黛
鴨
勲
や
ま
．

同
仁
一
〇
蛋
き
　
b
碑
8
幅
ミ
的
ミ

⑳
　
小
野
紀
明
『
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
政
治
思
想
』

年
、
　
一
＝
二
｛
ハ
｝
貝
。

木
鐸
社
　
一
九
八
六

お
　
わ
　
り
　
に

七月王政期の自由正統主義（上垣）

　
七
月
王
政
期
の
自
由
正
統
王
朝
派
の
政
治
思
想
は
、
自
由
の
擁
護
と
議
院
内
閣
制
の
主
張
と
い
う
点
で
オ
ル
レ
ア
ン
派
、
と
く
に
そ
の
な
か

の
王
朝
左
派
に
、
ま
た
や
や
行
動
に
一
貫
性
は
欠
く
が
、
王
権
に
対
す
る
議
会
の
優
位
を
闘
指
し
た
と
い
う
点
で
は
チ
エ
ー
ル
と
よ
く
似
通
っ

て
い
た
。
彼
ら
が
選
挙
戦
に
お
い
て
、
主
と
し
て
王
朝
左
派
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
和
派
と
共
闘
を
組
ん
だ
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

個
々
の
具
体
的
な
政
策
に
お
い
て
か
な
り
共
通
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
く
に
ブ
ル

ボ
ン
家
が
亡
命
し
て
い
る
な
か
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
ふ
る
ま
い
た
い
彼
ら
に
と
り
、
議
会
の
優
越
を
説
く
の
は
苦
痛
を
伴
わ
ず
に
済

ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
彼
ら
が
頼
み
と
す
る
教
会
が
政
府
の
厳
し
い
監
視
下
に
置
か
れ
、
彼
ら
の
地
盤
で
あ
る
地
方
に
お
い
て
も
中
央
集
権
制
に

よ
っ
て
、
地
方
の
名
望
家
の
指
導
性
が
十
分
発
揮
さ
れ
な
い
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
彼
ら
の
特
殊
利
害
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
由
の
擁
護
を

通
し
て
一
般
的
利
害
を
擁
護
し
た
ほ
う
が
得
策
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
そ
し
て
同
時
に
、
そ
の
議
会
制
自
由
主
義
を
支
え
た
根
拠
、
思
想
は
、
あ
く
ま
で
も
反
革
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
り
正
確
に
は
、
「
革

命
の
精
神
的
利
害
」
、
す
な
わ
ち
、
革
命
の
「
反
社
会
的
、
反
宗
教
的
教
義
」
（
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ァ
ン
）
の
否
定
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
た
。
だ
が

「
物
質
的
利
害
」
の
受
容
と
い
う
点
で
他
党
派
と
の
共
通
項
を
探
り
、
さ
ら
に
こ
こ
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
諸
党
派
の
融
和
、
さ
ら
に
は
第
二

共
和
政
下
に
お
い
て
、
王
朝
合
同
を
展
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
五
〇
年
に
ア
ル
ベ
…
ル
・
デ
ュ
・
ボ
イ
ス
が
『
社
会
主
義
、
お
よ
び
共
産
主
義
を
生
む
原
理
と
見
な
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
諸
原
理

に
つ
い
て
』
と
い
う
本
を
出
す
。
筆
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
キ
エ
に
よ
る
と
、
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
一
七
八
九
年
の
革
命
を
断
罪
し
て
い
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る
本
の
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ボ
イ
ス
だ
け
で
な
く
、
ベ
リ
エ
ら
の
本
音
を
語
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
ジ
ャ
キ
エ
の
言
う
よ
う
に
、
王
朝
合
同
推
進
派
は
、
一
七
八
九
年
六
月
二
三
日
中
国
王
の
宣
言
と
、
八
九
年
末
ま
で
の
立

憲
議
会
の
事
業
の
問
の
「
あ
い
ま
い
さ
」
一
も
っ
と
も
、
あ
い
ま
い
だ
と
考
え
て
い
た
の
は
王
朝
合
同
推
進
派
な
の
で
あ
る
が
一
に
王
朝

合
同
の
期
待
を
繋
い
で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
リ
エ
が
ボ
イ
ス
に
た
い
し
て
「
あ
な
た
は
我
々
の
邪
魔
を
し
た
」
と
言
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
も
十
分
理
解
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ペ
リ
エ
ら
の
反
革
命
戦
略
は
、
手
の
こ
ん
だ
高
等
戦
術
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
こ
れ
は
間
接
的
に
革
命
の
意
義
を
抹
殺
、

な
い
し
希
薄
化
さ
せ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
法
を
選
ん
だ
の
は
、
第
一
に
、
正
統
王
朝
派
だ
け
で
は
反
革
命
を
達
し
得
ず
、
オ
ル
レ
ア
ン

派
の
す
く
な
く
と
も
一
部
を
取
り
込
む
必
要
を
彼
ら
が
感
じ
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
あ
か
ら
さ
ま
に
否
定
す
る
の
は
時

宜
に
適
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
だ
が
、
同
時
に
、
彼
ら
も
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
化
、
工
業
化
の
必

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、
自
由
主
義
化
も
ま
た
不
可
避
で
あ
る
と
、
考
え
て
い
た
こ
と
も
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ

と
さ
ら
に
指
摘
す
る
に
は
あ
ま
り
に
明
白
過
ぎ
る
が
、
プ
ロ
シ
ア
は
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
近
代
化
の
モ
デ
ル
た

り
え
た
君
主
政
の
国
は
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
、
冒
頭
で
断
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、
王
朝
合
同
問
題
を
検
討
す
る
前
提
的
な
作
業
を
な
す
。
た
だ
、
本
稿
で
の
分
析
か
ら
、
王
朝
合

同
問
題
を
み
る
視
角
は
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
正
統
王
朝
派
に
と
っ
て
、
「
統
一
五
戒
。
⇔
」
、
す
な
わ
ち
、
王
朝
合
同
と
は
、
「
一
八
三
〇
年
の
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

位
纂
奪
を
忘
れ
、
代
議
制
の
具
体
的
な
提
案
に
到
達
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
シ
ネ
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
本
稿

で
紹
介
し
た
ベ
リ
エ
ら
の
発
言
と
よ
く
符
合
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
一
八
三
〇
年
の
王
位
纂
奪
」
の
前
に
「
一
七
八
九
年
の
革
命
を
継
承
し

て
い
る
」
と
い
う
文
句
を
付
け
加
え
た
ほ
う
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
て
い
う
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
の
対
立
を
不
問
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
意
義
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
、
こ
こ
に
自
由
正
統
王
朝
派
の
一
貫
し
た
戦
略
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
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七月王政期の自由正統主義（上垣）

　
た
し
か
に
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
の
は
正
統
王
朝
派
側
の
王
朝
合
同
推
進
派
の
主
張
だ
け
で
あ
る
。
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
中
の
王
朝
合
同
推
進
派

に
は
、
彼
ら
独
自
の
、
王
朝
合
同
に
込
め
た
意
図
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
、
も
し
王
朝
合
同
が
実
現
し
て
い
た
と
仮
定
し
て
も
、
霞
由
正

統
王
朝
派
の
企
図
が
十
分
に
実
現
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
保
障
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
も
、
二
月
革
命
後
、
急
速
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
へ
回
帰
し
、
一
八
五
〇
年
の
フ
ァ
ル
ー
法
を
可
決
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
教
育
を
大
幅
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
委
ね
た
こ
と
を
思
え
ば
、
事
態
は
自
由
正
統
王
朝
派
の
描
く
反
革
命
の
ラ
イ
ン
に
か
な
り
接
近
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
し
て
や
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
伯
を
来
る
べ
き
立
憲
政
体
の
適
格
者
と
み
な
し
て
い
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
い
た
っ

て
は
、
自
由
正
統
王
朝
派
の
反
革
命
戦
略
の
な
か
に
事
実
上
取
り
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
　
デ
ュ
・
ボ
イ
ス
の
本
の
タ
イ
ト
ル
は
b
塁
特
ミ
ミ
膏
塁
§
ミ
篭
ミ
。
、
N
ミ
§

、
§
餐
§
偽
ミ
亀
ミ
§
偽
昏
。
ミ
謹
黛
馬
ミ
憩
塁
鷺
↓
＆
着
§
ミ
恥
§
旨
鼠
ミ
傍
ヤ
ミ
ミ

§
8
ミ
ミ
ミ
譜
ミ
馬
．
悪
は
「
人
間
は
う
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
権

　
利
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
い
う
人
権
宜
言
の
第
一
章
か
ら
由
来
し
て
い
る
、

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
智
β
旦
Φ
び
。
》
既
黛
娼
喝
■
欝
一
る
一
智
o
ρ
き
ω
Ω
餌
象
一
一
P
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§
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唱
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1
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〉
冥
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仲
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靴
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、
二
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頁
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　　　　　　The　Enfoeffment　of　the　Scions　of　the　Zhou　Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MATsw　Yoshinori

　　Zheng’s　enfeoffment（郵封建）at　the　end　of　the　Western　Zhou　period

is　an　important　example　in　understanding　the　system　of　enfeoffment

in　the　Zhou　Dynasty．　Research　of　the　period　from　the　end　of　the

Western　Zhou　period　to　the　eastward－transfer　era（東遷期）is　known

to　have　many　obstacles　including　the　lack　and　intermittente　nature　of

historical　data．

　　So，　in　the　first　chapter，　we　have　tried　to　discuss　the　description　of

S勉が史記，accepted　as　general　knowledge　about　Zheng’s　enfoeffment．

Moreover，　we　clarified　that　Shi7’i　consists　on　reconstructed　materials

and　has　a　certain　bias．　Next，　from　the　point　of　view　of　Zheng　being

a　scion　of　the　Zhou　Dynasty，　we　pointed　out・that　Zheng’s　oMciai

function　in　Zhou　Dynasty　derived　from　its　birth　as　a　scion　of　the

Zhou　Dynasty．　ln　addition，　Shiji　has　a　tendency　to　give　it　no　attention．

Thirdly，　we　discussed　the　actual　condition　or　meaning　of　Zheng’s

enfeoffment　and　the　eastward－transfer　with　this　attribute．

　　Tkrough　these　materials，　continued　from　the　preceding　article，　we

reconsidered　the　conceptual　understanding　about　the　constitution　of　the

Zhou　Dynasty．

　　　　　　Le　16gitimisme　’lib6ral　sous　la　monarchie　de　Juil．let

　　　　　　　　　　　　　la　contre－r6volution　et　le　r6gime　parle皿entaire

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　par

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UEGAKI　Yutaka

　　Sous　la　monarchie　de　Juillet，　apparut　un　groupe　de　16gitimistes　dits

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（642）



lib6raux．　Mais　il　demeure　quelques　confusions　en　ce　qui　concerne

1’appr6ciation　de　leur　pens6e　politique．　Par　exemple，　un　biographe　de

Pierre－Antoine　Berryer，　chef　de　ce　groupe，　dit　qu’ils　6taient　“les　par－

tisans　de　1789”．　IMon　6tude　a　pour　but　d’examiner　leur　pens6e　politique

en　comparant　avec　celle　des　lib6raux　proprement　dits．

　　D’abord，　les　16gitimistes　lib6raux　furent　contre－r6volutionnaires，　puis－

qu’ils　n’approuvaient　pas　la　r6volution　de　1789　dans　sa．　totalit6．　lls

essayerent　de　faire　naitre　et　d’entretenir　1’adoration　du　comte　de

Charnbord，　pr6tendant　de　la　branche　ain6e　des　Bourbons　parmi　le

peuple，　et　d’empecher　la・diffusion　de　1’esprit　critique　rationnel　et　des

id6e合d6mcratiques　par　l’inter皿6diaire　de　rEglise　catholique．

　En　secoエ1d　lieu，　ils　admirent　que　la　R6volution　avait　chang61a　France．

Ils　adopt6rent　le　r6gime　parlementaire　comme　moyen　d’6viter　la　crise

constitutionnelie　que　pourrait　susciter　1’antagonisme　posslble　entre　la

majorit6　de　la　chambre　et　la　royaut6．　C’est　ainsi　qu’ils　en　arriverent　a

avoir　davantage　de　points　communs　avec　les　or16anistes　ou　les　liberaux

dans　ie　domaine　de　la　pens6e　politique．

　　Les　16gitimistes　lib6raux，　en　un　mot，　6taient　en　train　de　pr6parer　un

des　plans　les　plus　ref16chis　et　les　plus　r6alisables　de　la　contre－r6volu－

tion．

The　Process　of　Development　of　the　Central　Business

　　　　　　　District　Originated　from　the　Foreign

　　　　　　　　　Settlement：　a　Case　Study　of　Kobe

by

You｝」　jeongsuk

　　The　purpose　of　this　study　is　to　examine　the　process　of　development

of　the　Kobe　foreign　settlement　into　the　Central　Business　District　in

the　Meiji　era．　Kobe　was　opened　in　1868　as　a　result　of　the　treat　port

between　Japan　and　Western　countries，　and　began　to．　develop　as　a　major

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（641）




